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" 


は じ め に 

本 書 は , MSX ユ ンピュータ ー の た め の ソ フト ウェ ア 「 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ 漢 熟 
トマ ト 」| の 説明 書 で す 。 

この 説明 書 に 従っ て 操作 すれ ば , わずか 1 時 間 で だ いた い の 操 作 と 機能 は マス 
デー で きま す 。 


本 書 は 次 の 5 部 構成 に な っ て いま す 。 





1| お 使い に な る 前 に 
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4 邊 これ だ け は 覚え よう 

S| こん な ふう に 使う (機能 詳細 編 ) 














に 





を 一 通り 読ん で 12I の ミニ ・ レ ッ ス ン に 進ん で くだ きい 。 それ だ け で 簡単 な 





文章 なら 自由 に 作れ る よう に な り ま す 。 
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I 章 お 使い に な る 前 に 


主 な 機能 
1. 基本 的 な 機能 


文書 作成 ] 文書 を 作っ て 画面 に 表示 する 

漢字 の 読み が な (ひら が な ・ カ タカ ナ ) で 入力 する と , コン ピュ ー タ ー が る を 
れ に 応じ た 漢字 を 表示 し て くれ る 「 か な 漢字 変換 方 式 ] で 文章 が つく れ ま す 。 
か な や 記号 の 入力 に は , 本 格 的 な ワー プロ と 同様 に ,「 か な 入力 モー ド 」「 ロ ー 
マ 字 入力 モー ド 」「16 進 ユー ド 入 力 」「 文 字 選 択 入力 ] が あり ます 。 

画面 表示 は 。 MSX で 14 文 字 X6 行 , MSX。 で 30 文 字 X15 行 また は 30 文 字 X6 行 
作 。 




















作っ た 文書 を と っ て お く 

せっ か く 作 っ た 文書 も , 記録 と し て 残し て お か な く て は 何 に も な り ま せん 。 
この 「 ワ ー プ ブロ 」 で は , 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て お く こ と が 
で きま す 。1 文 書 は , A4 版 10 ペ ー ジ 以上 ( 約 14.000 文 字 ) 可能 で す 。 





[文書 呼出 | 保存 され て いる 文書 を 画面 に 表示 する 

保存 し 終わ っ た 文書 の 中 の まち が い を 直し た り , 途中 で 保存 し て いた 文書 
の 続き を 入力 し た いと き , 文書 を 画面 に 呼び 出し て 修正 し た り , 追加 し た り 
する こと が で きま す 。 


[文書 印字 |] 作っ た 文書 を 印刷 する 

作り 終わ っ た ば か り の 文書 や すでに 保存 きれ て いる 文書 を , プ リン ター を 使っ 
て 紙 に 印刷 で どき ます 。 用 紙 の 大 きき さや 文字 間 , 縦 書き , 印刷 する 枚数 な どの 
指定 が 可能 で す 。 








編集 機能 | タイ トル を 作っ た り , 同じ 文 を 文章 の 何 ヶ 所 か に 使う 
ワー ブロ の 最大 の 特徴 は , この 「 編 集 機能 ] で す 。 











「 モ ンタ リン グ 」] や 「 右 寄せ 」,「 移 動 ]「 複 写 ] な ど に より , 速く 正確 な 編集 
作業 で , 体裁 を 整え を る こと が で きま す 。 ま た , 「 レ イア ウト 」 と いう 2 機能 も あ 
り , 全体 の レイ アウ ト を 確認 し な が ら 入 力 し て いく こと が で きる の で と て も 
便利 で す 。 


2. その 他 の 便利 な 機能 


結合 機能 ] 文書 を 合成 する 

招待 状 な ど で は , あて 先 が 赴 うだ け で 中 味 の 文章 は 同じ で す 。 そん な と き は ,。 
中 味 の 文章 だ け を 登録 し て き , あと で 他 の 文書 と 合成 し て , 表示 し た り , 
印刷 する こと が で きま す 。 








文書 削除 | 保存 し て ある 文書 を そっ くり その まま 取り 除く 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 で きる 文章 の 数 に は 限り が あり ます 。 新 し 入力 
し た 文章 を , 満杯 に な っ た フロッピ ー デ ィ ス ク に 保存 し た いと き , すでに 保 
存 し て ある 文章 を 消し , 余地 を 作っ て 新しい 文章 も 入れ る こと が で きま す 。 














熱 語 登録 ・ 削 除 | よく 使う 熱 語 や 語句 , 短文 や 記号 を 登録 し て お き , 簡単 











文章 中 に よく 出 て くる 熟語 や 語句 な ど は , 短い 読み で 登録 し て お いて , 簡単 
に 呼び 出す こと が で きま す 。 ま た , いっ た ん 登録 し た 語句 も 簡単 に 削除 で き 
ます 。 (最大 64 文 字 ま で の 語句 が 登録 で き , 13 文 字 ま で の 読み を 与え を る こと が 
で きま す 。) 





外字 作成 ・ 選 択 | あな た 自身 が デザ イン し た パタ ー ン を 登録 し , 表示 させ 
る 

1 文字 は 16 xX16 の 点 か な ら な っ て いま す の で , 好き な マー ク を 簡単 に つく る こと 

が で き , それ を 登録 し た り , あと で 呼び 出し た りす る こと が 可能 で す 。 まだ た, 
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登録 し た 外字 を 表示 し た り , 変更 し て 使っ た り も で きま す 。 
(登録 どき る 数 は 約 650 字 で す 。) 


誰 に も 見 られ た く な い 文書 に パス ワー ド (合い 言葉 ) を つけ て 
保存 する 

作成 し た 文書 を 誰 に も 見 られ た く な い 場 合 に は , 8 文字 まで の パス ワー ド を つ 

けら れ ま す 。 文書 呼び 出し 時 に パス ワー ド が 合っ て いな いと , な か し な 文書 

が 表示 る れ ま す 。 


「 ワ ー ド ラン ド 文 中 」 の 文書 テー プ を ディ スク に 移す 
ツ ニ ー の 「 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ ワ ー ド ラン ド 文 II」 で 作成 し た 文書 テー プ の 内 
容 あ この ワー プロ の 文書 デ ず ィ スク に 移す こと が で きま す 。 


準備 





1. 必要 な も の 


この 「 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ 漢 熱 ト マト ] の パッ ケー ジ に は , 
・ ブ ログ ラム デイ スク …… 3.5 イ ジ チ ナ フロ ッ ピ ー デ イス グ で て で, この 中 に ! リ リー 
プロ 」 の プロ グラ ム が 入っ て いま す 。 
ディ スク ドラ イブ を 2 台 お 使い の と き は , プ ログ ラム ディ スク は 8 必 
ず ド ライ ブ A (画面 ディ スク 対応 で ある こと ) に 入れ て くだ る さい 。 違 
う ド ライ ブ に 入れ る と , DISK _ BASIC が スタ ー ト し ます 。 
・ 文 合集 ディ スク ー…… 日 常 よく 使う 文書 が 50 文 例 納め られ た 3.5 イ ンチ ディ ス 
ク で す 。 
・ こ の 説明 書 (「 使 いか た だ 」) …… ご 使用 前 に よく お 読み くだ さい 。 
が 入っ て いま す 。 


必要 な 機器 と し て は , 次 の よう な も の が あり ます 。 

・MSX 漢 字 HROM (内 蔵 さ れ て いる も の は 不要 ) 

・RAM 容 量 64KB 以 上 の MSX メ パー ソナ ルコ ンピュータ ー (ソニ ーHB-F500 や 
HB-F5 な ど ) 

・ 両 面 デ ィ ス ク 対 応 の 増設 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ (ソニ ーHBD-30W な 
ぼ ) …… 画 面 デ ィ ス ク 対 応 ドラ イブ が 内 蔵 き れ て いる コンピュー ター で は 
必要 あり ませ ん 。 ド ライ ブ B と し て 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は 
片面 用 の ディ スク ドラ イブ で も か まい ませ ん 。 

・ モ ニタ ー 用 カラ ー テ レビ な ど (MSX。 の 場合 は , 専用 の RGB モ ニタ ー を 使用 
し な いと 画面 が 粗く な り ま す 。) 

MSX。 は 3 種類 の 画面 モー ド が 選択 で きま す 。 数 字 キー[ 1 ] ま た は [ 2] 


を 押し な が ら 電 源 を 入れ る か , まだ は RESET ボ タン を 押し て , プログ 


ラム を スタ ー ト し て くだ きい 。([1] で は 14 文 字 X6 行 , [2] で は 30 文 字 x 
6 行 の 画面 に な り ま す ) 
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まだ , 一 部 の シス テム で は , 起動 時 に 「 こ の シス テム で は つか え 
ませ ん 」] と いう メッ セー ジ が 出る こと が あり ます 。 そ の 場合 は , |CTRL 
キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る か また は RESET ボ タン を 押し て , プロ 
グラ ム を スタ ー ト し て 《 く だ さい 。 

・ 使 用 で きる プリ ンタ ー の 種類 は 以下 の 通り で す 。 
ッ ニ ーPRN-T24 (漢字 HOM つ き ) 
ッ ニ ーPRN-T24 (漢字 ROM な し ) 
ッ ニ ーPRN-C41 (漢字 ROM PRN-K41 有 要 ) 
ッ ニ ーSMI-720 
ブラ ザーHR-5X/6X 
エ プ ッ ソン RP-80(ESC/P) 
(プリ ンタ ー 規 格 ESC/P 対 応 で す 。) 
を その他 上 記 同 仕様 の アリ ンタ ー 
・ ブ ラ ザ ーHR-5X を 使う 場合 は , プリ ンタ ー の DIP ス イッ チ No. 8 を OFF に , 
HR-6X の 場合 は スイ ッ チ No. 7 を OFF に 設定 し て くだ きい 。 そ れ 以 外 の スイ ッ 
チ , な よび その 他 の プリ ンタ ー ス イッ チ 類 は , すべ て 工場 出荷 時 の 状態 で 
お 使い くだ きい 。 
・ ツ ニーPRN-C41 (漢字 ROM つ き ) で は 以下 の 機能 は 使え を ませ ん 。 
下線 ・ け い 線 の 印刷 
16 進 ユー ド 2820 一 287F の 文字 お よび 外字 の 印刷 
16 進 ユー ド ※x20 と メメ ※7F の 文字 の 印刷 


2. 接続 


それ ぞ れ の 機器 の 取扱 説明 書 ([「 使 いか だ 」) に 従い , 正しく 接続 し て くだ さる 

いい 。 

・ 電 源 プ ラグ を コン セン ト に 差し 込む の は , 接続 が すべ て 終わ っ て か ら に し 
1 まし ょ う 。 





デイ スク に つい て 





1. 取り 扱い 上 置き 場所 の ご 注意 























ディ スク 面 に 触れ な い 。 磁気 を 帯び た 場所 。 | 直射 日 光 の あたる 暖房 器具 の 近く 。 
場所 。 その 他 、 温 度 変化 
の 激しい と ころ 。 
シン 
10 で 一 52 で て 使用 
保存 する 。 





2. プロ グラ ム デ ィ ス ク の 使用 上 の ご 注意 


日 本 語 ワ ー プ ロ の プロ グラ ム デ イィ スク に は , プロ グラ ム や 辞書 な ど が 磁気 記 
録 る され て いま す 。 

プロ グラ ム デ ィ ス ク に は , 作成 し た 熟語 。 短文 , 外 字 な ど を 記録 し ます の て 
書き 込み 可能 な 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


3. 文書 ディ スク の 用 意 


作成 し た 文書 を 保存 する に は , 文書 ディス ク が 必要 で す 。 新 | 
し い 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 用 意 し , DISK BASIC の es 
FORMAT コ ユマ ンド を 利用 し て , 文書 ディ スク と な る ディ スク  。 ぐ 
を グフ ォ ー マ タッ タ ト し て 〈《 だ きい 。 。 
(付属 の 文例 集 デ ィ ス ク も 文書 デイスク と し て 使用 で きま す 。) ーー 














ディ スク の フォ ー マ ッ ト に つい て 

MSX コ ンピュータ ー で 使用 で きる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト は 8 種類 
あり , コン ピュ ー タ ー に よっ て は , 使用 で き な い フォ ー マ ッ ト も あり ます 。 
他 の MSX コ ンピュータ ー ヘ へ データ を 移管 する 場合 に は , 80 ト ラッ ク 片 面 仕様 
の MSX 標 準 フ ォ ー マ ッ ト で お ぢ お 使い くだ きい 。 
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台 キ ー の 働き 





この 「 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ 漢 圭 ト マト ]」 で は , それ ぞ れ の キー に いく つか の 役 
割 が 与え を られ て いま す 。 こ こ で は , この 「 ワ ー プ ロ 」 に 特別 の キー の 使い か 
だ た を 中 心 に 説明 し ます 。 


| キー の 配列 | 


1. 文字 キー 
人 
[pr pls cls clmmwl (els 加 同 


HE FT 
ヘ 呈 財田 隊 呈 6 
回 | 隔 隊 岡 悦 賠 隊 隊 岡 FTFFI 
ド E 北 』 HHT 



























































sm に kkdElclzk1- 
較 | じ : = RWReER コ 
2. 文字 以外 の キー 
es F ググッ ヽ キー 
@LFi | HOME (ホー ム ) キー 
INS (挿入 ) キー 
TAB (タブ ) キー @DEL (抹消 ) キー 


MESC (解除 ) キー @STOP (スト ッ プ ) キー 









還 玲 カ ター ツル キー 





[$」「 補 ] 


HH トト トト エゴ 
回 還 | 


王 
SE 夫 T 


















































BS (バッ クス ペー ス ) キー 






スペ ー ス バー 
GRAPH (グラ フ ) キー 
CAP (キャ ッ プ ) キー 


仙 SHIFT (シフ ト ) キー 
二 STEI Se 8 全 SELECT (モレ クト ) キー 





RETURN (リタ ー ン ) キー 


か な キー 


1. 文字 キー 

通常 の MSX ま た は MSX。 パ パーツ ナル コン ピュ ー タ ー を 使っ て いる と き と 同 じ で 
す 。 (くわ しく は , MSX ま た は MSX。 コ ンピュータ ー の 取扱 説明 書 を ご らん 
だ さい 。) 

2. 文字 以外 の キー 

この 「 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ 漢 吾 ト マト ]」 で は , これ ら の キー の 使い か た に 特徴 
が あり ます 。 各 キー の 機能 は 次 の と な り で す 。 











キーNo キー の 名 称 | キー の 機能 
⑩ | [Fl-[F5 | 画面 の 下方 に 機能 名 が 表示 され ます 。( 左 


(ファ ンク ショ ン ) キー | 端 は いつ も [を その他] で す 。) 左 か ら 順 に 
し FI か ら [F5 ] キ ー ま で に 対応 し て ぉ 
り , 対応 する キー を 押す こと で その 機能 
が 選択 され て 実行 きれ ます 。 詳し く は ミ 
ニ ・ レ ッ ス ン を ご らん くだ さい 。 








@ (スト ッ プ ) キ ー | メイ ン メ ニュ ー (24 ペ ー ジ 参照 ) で 機能 
の 選択 を 誤っ た と き , この キー を 押す と 
メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 ま た だ , 選択 し 
た 処理 を 中 断 す る と き に も 使い ます 。 





@ 文字 を 入力 中 に , カー ソル (59 ペ ー ジ 参 
(バッ クス ペー ス ) キ ー | 照 ) の す で 前 に ある 1 文字 を 消し て , カー 


ソル の ある 文字 か ら その 行 の 最後 まで を 
1 字 ず つ 詰 め て いき ます 。 
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キーNo 


キー の 名 称 


キー の 機 自 


IO 





(抹消 ) キー 


文字 を 入力 中 に , カー ソル (59 ペ ー ジ 参 
照 ) の ある 1 文字 を 消し て , カー ツル の あ 
る 文字 の 次 か ら そ の 行 の 最後 まで を 1 字 ず 
つっ 詰め て いき ます 。 また だ , | SHIFT | キー 
0 を 押し な が ら こ の キー を 押す と , カー 
ッ ル が ある 位置 へ 次 の 行 の 先頭 を 持っ て 
くる こと ( 行 の 併合 ) が で きま す 。 


1 








(挿入 ) キー 


すでに 入力 きれ て いる 文字 な ど と 次 の 文 
字 な どの 間 に 追 加 す る と き に 使い ます 。 
この キー を 押す と , カー ソル (59 ペ ー ジ 
参照 ) の 色 が 変わ り ま す の て 追加 し た い 
位置 の 1 文字 後に カー ツル を 移動 させ て , 
追加 する 文字 な ど を 入力 し て くだ きい 。 
再度 この キー を 押す まで , 追加 で きる 状 


較 | 敵 が 続き ます 。 








(ホー ム ) キー 


この キー を 押す と , カー ソル (59 ペ ー ジ 
参照 ) が , いま 入力 し て いる 文章 の 第 1 ペー 
ジ 目 , 第 1 行 第 1 文字 目 に 移動 し , 画面 表示 
も 同時 に 変わ り ま す 。 ま た , [ SHIFT | キー 
⑯ を 押し な が ら こ の キー を 押す と , カー 





ツル は , 入力 し て ある 最終 ペー ジ の 最後 
の 文字 に 移動 し ます 。 











キーNo. 


キー の 名 称 


キー の 機能 





カー ソル キー 


カー ソル (59 ペ ー ジ 参照 ) を 上 下 左右 に 
移動 きせ ます 。 (入力 中 と , その 他 の 場合 
で は 機能 が 少し 違い ます 。) 押 し 続け る と , 
その 方 向 に 連続 し て カー ツル を 動か すこ 
と が で きま す 。 

文字 を 入力 中 は [A|] また は [ツウ] キー を 
[SHIFT |] キー@ と 同時 に 押す と , カ ー ツ ソ 
ル が 1 画面 分 ずつ 後 また は 前 に 移動 し ます 。 
また , カ ー ソ ツル を 右 方 向 に 移動 きせ る と, 
通り 過ぎ た 箇所 は , 変換 ・ 移 動 ・ 複 写 な 
どの 処理 の 対象 と な り ま す 。(59 ペ ー ジ 参 
妥 ) 











⑥⑯ | IRETURN| ( リ ターン ) 
キー 
⑥ | [SELECT] (モレ クト ) キー 








変換 対象 (69 ペー ジ 参 照 ) が ある と き は , 
対象 が 消え て 確定 され ます 。 ま た 変換 対 
象 が な いと き は , この キー を 押す と 改行 
し ます 。 (次 の 行 の 最初 に カー ツル (59 ペ ー 
ジ 参 照 ) が 移動 し ます 。) さ ら 6 に 
キーW を 押し な が ら こ の キー を 押す と, 
行間 あけ を 行い ます 。 





漢字 変換 も し て いる と き , 表示 し た い 漢 
字 を 選ん で いる 場合 に , 希望 の 漢字 が 通 
り 過 ぎ て し まっ た だ たら, この キー を 押す と , 
漢字 が 1 字 ず つ 戻 っ て 表示 され ます 。(30 
ペー ジ 参 照 ) 
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キーNo. 





か な 文字 を 表示 きせ た いと き 押 し ます 。 
(キャ ッ プ ) キーW が 押さ きれ て い 
な けれ ば , ひら が な を 表示 し , 押さ る れ て 
いれ ば カタ カナ を 表示 し ます 。 





スペ ー ス バー 








変換 対象 (59 ペ ー ジ 参照 ) が な いと き は , 
通常 の と き と 同 様 空白 を あけ ます 。 対 象 
が ある と き は , 漢字 変換 (26 ペ ー ジ 参照 ) 
を 行い ます 。 変 換 中 は この キー を 押す と, 
漢字 が 順 々 に 表示 され ます 。 ま が た, 
キー 人 @ を 押し な が ら こ の キー を 
押す と , 変換 中 の 部 分 を 確定 し , 次 の 部 
分 を 変換 し ます 。 





(グラ フ ) キー 


けい 線 を 引い た り (|[ GRAPH ] キー を 押し 
な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す ), 記号 を 表示 
する と き に 使い ます 。 


」 





(キャ ッ プ ) キー 


| か な | キー⑳ と とも に 押さ れ て いる と き 
は , カタ カナ を 表示 し ます 。 英 文字 の 場 
合 は , 通常 の と き と 同 様 大 文字 を 表示 し 
ます 。 











⑯ | [| SHIFT ] (シフ ト ) キー 


通常 の 使い か た の 他 に , [DEL | キー@, 
HOME] キー, カー ツル キー@, 
キー⑯, スペ ー ス バー 旬 , [ESC ] キ ー@ 
な ど は , この キー を 押し な が ら 近 す と , 
それ ぞ れ 違っ た 便利 な 機能 を 実行 びき ま 
す 。 




















キーNo キー の 名 称 キー の 機能 
⑯ (コン トロ ー ル ) | この キー を 押し な が ら BTOP] キ ー@ を 押 
に す と , プリ ンタ ー の 処理 を 中 断 す る こと 

が で きま す 。 
⑯ (タブ ) キー この キー を 押す と, いま の カー ソル (59 


ペー ジ 参 照 ) の 位置 か ら カ ー ソ ル が 4 文字 
分 移動 し ます 。 








(解除 ) キー 


変換 対象 (59 ペ ー ジ 参照 ) を 1 文字 減ら す 
の に 使い ます 。 キー 人 @ を 押し な 
が ら こ の キー を 押す と , 漢字 変換 (26 ペ ー 
ジ 参 照 ) を 中 止 し ます 。 











1 回 
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HI 章 ミニ ・ レ ッ ス ン (1) 
ー 基 礎 編 


の 


起動 (スタ ー ト ) 





1 | ティ スク と ROM の 用 意 


次 の ディ スク と ROM を 用 意 し ます 。 
・ プ ログ ラム ディ スク 

・ 文 書 デ ィ ス ク (フォ ー マ ッ ト し た だ 
ディ スク 。13 ペ ー ジ 参照 。) 
・MSX 漢 字 ROM 





娘 書 ディ スク 
(フォ ー マ ッ ト 済 み の も の ) 





2 | 漢字 ROM の セッ ト 
・MSX 漢 字 ROM を ユン ピュ ー タ ー 本 
体 の スロ ッ ト に 差し 込み ます 。 












次 の 順 で 電源 を 入れ ます 。 

① プ リン ター 

モニ ター テレ ビ 

⑧ ョ ほど ピュ ー タ ー, デ ォ スグ ドラ ティ イ 


ドコ 


ジア 4 














14| プロ グラ ム デ ィ ス ク の セッ ト 

① プ ログ ラム ディ スク を ディ スク ド 
ライ ブ に 差し 込み ます 。 
(カチ ッ と 音 が する まで 差し 込ん 
で くだ きい 。) 

② リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。( ま た 
は 本 体 の 電源 を 入れ 直し ます 。) 
し ば らく する と 右 画面 が 表示 きれ 
ます 。 
(処理 に 時 間 が か か る 場合 が あり 
ます 。 デ ィ ス ク ド ラ イブ の 使用 中 
ラン プ が つい て いる 間 は 絶対 に ディ 
スク を 抜か な いで くだ きい 。) 














文書 ディ スク を 
セッ ト し て [RETURNI 


注 1)2 ド ライ ブ の 機器 で は , この と き 
同時 に 文書 ディ スク も 差し 込み 
ます 。 こ の メッ キー ジ は 出 ませ 








ん a 
プロ グラ ム デ ィ イス ク 

っ ー ド ライ ブ A 
文書 ディ スク つつ ドラ イブ B 


注 2「 こ の シス テム は つか えま せん 」 
と いう メッ セー ジ が 出 た 場合 は , 
[LCTRL | キー を 押し な が ら 電 源 
を 入れ を る か また は RESET ボ タン 
を 押し て , プロ グラ ム を スタ ー 
ト し て 〈 く だ る きい 。 








5 | 六 者 ディ スク の セッ ト 

① 使 用 中 ラン プ が 消 を た ら , EJECT 
ボタ ン を 押し プロ グラ ム デ ヂ ディスク 
を 取り 出し ます 。 


② 文 書 デ ィ ス ク を 差し 込み RETURN| 
を 押し ます 。 











し ば らく する と 右 の 画面 が 表示 され 
ます 。 





漢詩 ト マト 
| 新規 作成 
2 文書 修正 
3 文書 印刷 
4 文書 削除 
5 終 着 


[ 向 尺 で 選ん で RETURN 
(C)1985, Sony 
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文書 の 作成 





右 メニ ュー の 選択 


画面 に メイ ン メ ニュ ー が 表示 る れ ま 


す 。 

① カ ー ソ ルキ ー の [ マ A] で 新規 作 
成 " を 選択 し ます 。 

② [RETURN] を 押し ます 。 

(メニ ュー の 選択 は , メ ニュ ー 番 号 を 

直接 入力 する 方 法 で も で きま す ) 





漢詩 ト マト 


則 断 規 作成 

2 文書 修正 

3 文書 印刷 

4 文書 削除 
5 終了 

身 避 で 選ん で RETURNI 
(C)1985, Sony 


注 ) 処理 選択 で 間違え た 場合 は 
BTOP] キ ー を 押し て くだ さい 。 


メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 

















| 2 | 新 電 作 成 の 表示 


し ば らく する と 新規 作成 の 画面 表示 
に な り ま す 。 





新規 作成 


作成 する 文書 名 を 入れ IRETURNI 
口 








| 3 | 文書 名 の 入力 


(文書 名 を MSX1 と する ) 
④MlslXj1 入力 し ます 。 

② [RETURN] を 押し ます 。 
間違っ て 文書 名 を 入力 し た 6 
また は [ BS ] で 消し て 再 入力 し ます 。 





新規 作成 


作成 する 文書 名 を 入れ [RETURNI 
MSX1 











注 1) 文書 名 の 頭 は 必ず 英文 字 に する 
記 軌 。 

注 2) 文書 名 は 最大 8 文字 まで の 英 数 
間 





| 4 | プロ グラ ム デ ィ ス ク の セッ ト 

① 使 用 中 ラン プ が 消え た ら 6 文書 ディ 
スク を ディ スク ドラ イブ か ら 取 り 
出し ます 。 

プロ グラ ム デ ィ ス ク を ディ スク ド 
ライ ブ に 入れ ます 。 

③ [RETURN| を 押し ます 。 








プロ グラ ム デ ィ ス ク を 


セッ ト し て [RETURNI 
注 ) 2F ラ イブ の 機器 で は この メッ 
セー ジ は 出 ま せん 。 




















| 5 | 準備 完了 
これ で 準備 は OK / 右 の 例文 を 実際 に 
入力 し て み ま す 。 以 下 に 表示 する キー 


の と お り 押 し て くだ さい 。 


1) つ い に MSX ワ ー プ ロ を 手 に 入れ ただ 
ぞ / 

2) き あ ラブ レタ ー も 年 賀 状 も ジャ ン 
ジャ ン 書 く ぞ 。 





| 6 | カモ ー ド の 選択 


入力 の 方 法 に は 
① か な 変換 
② ロ ー マ 字 変換 


の 2 種類 あり ます 。 こ こ で は ① の か な 
変換 で 入力 し ます 。 

を 押 し, 画面 右上 の 表示 を “か 
が に し ます 。 























1 ペー ジ  」 行 か ぁ ね 
[カー ソル と いい ます 

③ 

③ 

その 他 | | 78<| | 印刷 | 終了 | ルイ 79 ト 






































還 





| 7 | か な 文字 の 入力 
①[ 記 ] (ラン プ 点 知 ) 


@ っ ui) 
③ 


| つい に MSX ワ ー プ ブロ を 手 に 入れ た 
ぞ / 








1 ペー ジ  」 行 か な 























その 他 | | 32=| | 印 出 [| 終了 | 779H 



































| 8 | 英 数 文字 (大 文字 ) の 入力 


①[ 記 (ラング 消灯) 

②[ SHIFT ] 押 し な が 6[M|s]X] 
ある い は [| cx | を 押し (ラン プ 点 
灯 ) [MlsIx] 

③ RETURN 
































つい に |MSX| ワープ ロ を 手 に 入れ た 
ぞ / 

1 ペー ジ | 行 か な 

つい に IMSX] 

③ 

③ 

③ 

③ 

尼 の 他 | | 782。| | 印刷 | | 終了 | トレ 7791 












































た 
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に 」 | カタ カナ 文字 の 入力 


①[ 詞 ] (ラン プ 点 灯 ) 
②[ ce (ラン プ 点 如 ) 
③[ SHIFT | 押し な が 6 
@ に JE]3] 

⑤[ (ラン グ 消 条 ) 
⑥ IRETuRN 


つい に MSX 


ぞ ノ / 








ワー ブロ を 














! ペ ー ジ |! 行 


か な 





ゆ 〇 0OQO@O 


つい に MSX| ワ ー プ ロ を | | 





























8] | 印刷 | | 終了 








レイ 791| 














手 に 入れ だ 

















































































































| 10 | 江 つい に MSX ワ ー プ ロ を 
① て | に ][ ほ で ニス] 
⑱ 画 面 下 に 番号 を 付 し た 同音 の 漢字 | テー 下 ーーー = 
が 表示 きれ る の で 該当 番号 を 入力 || o 
し , [RETURN] を 押し ます 。( こ の | 3 
場合 は [1] RETURN|) ら 
@③ い Il た 回 に <- EliolbrILaJmoon 
④② と 同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 ーー 
⑤[ か な ] (ラン グ 消 灯 ) つい に MX ワー プロ を に 入 
⑥[ SHFT ] 押 し な が 6 還 呈 
の [RETURN 9 
⑧ (RETURN (改行 きれ 。 カー ツル は | ピーーーーーーーー 
決 の 行 の 先頭 に 移動 し ます 。) | ピー ーー 
ドー = 











記号 ・ 濁 点 な ど を 入力 する に は 





ラン グ 消 灯 


① の 位置 に ある 文字 
を 入力 する 時 





ラン プ 点 灯 





ば ② の 位置 に ある 文字 
ラン プ 点 灯 | を 入力 する 時 





ジテ アデ 上 灯 





























を 押し な 
| な 6 
③ の 位置 に ある 文字 | [か な ] ラ ンプ 消灯 
を 入力 する 時 ] 
④ の 位置 に ある 文字 ラン プ 消 灯 
を 入力 する 時 SHIFT ] を 押し な 
が ら 
[| か な ] ラ ンプ 点灯 
例え ば ・ 読 点 避 ] - 
し LSHIFT ] を 押し な が ら 6 
[| か な ] ラン プ 点 * 
・ 色 点 回 な | ラン プ 点 灯 
[SHIFT ] を 押し な が ら 6 
| か な ] ラ ンプ 点灯 
長音 
LSHIFT ] を 押し な が ら 
・ 半 濁点 取 ] ラン プ 点 灯 
・ 湯 点 に [みな] ラン プ 点 灯 


(すさ て か な モー ド の 場合 で す ) 








2/ 
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11 | ロー マ 字 入力 


回 で 説明 し た と お り , ロー マ 字 で も 

入力 で きま す 。 例 文 の 2 を 入力 し て み 

また ②。 

で 画面 右上 の 表示 を "ローマ" 

に し ます 。 

①[ 記 ] (ラン プ 点 条 ) 

@sIAIAJ 

③[ (ラン プ 点 灯 )[R][AIBlU] 
REIMAJ 

④ 押し な が ら 6 

⑤[ ca (ラン プ 消 灯 )[M[olNlE] 
[NuleIAlJlololMlo) 

ee ンプ 点灯 )[J][AIIN]IJ] 
A 


⑦[ a (ラン グ 消 条 ) 
Lzlo 記 

注 ) ロ ー マ 字 の つづ りか た は 109 ペ ー 

ジ の ロー マ 字 一 覧 表 を 参照 。 


る あ ラ ブレ ター も 年 賀 状 も ジャ ンジ ャ 
ン 書 く ぞ 。 





























その 他 | 1782<| | 印刷 | | 終了 | レイ 79 ト 
































1 ペー ジ | 行 ロー マ 





さあ ラブ レタ ー も ね ん が じょう 
も ジャ ンジ ャ ン か く ぞ 。 











その 他 | 17 人 <| | 印 吊 | | 終了 | レイ 79 ト 


















































12 | 漢字 変換 

① カ ー ソ ツル を “ね ”" の 上 に お ぉ おき , じ ] 
で “ う " まで カー ツル を 進め , 変 
換 対 象 に し ます 。 


② ス ペー ス ) 
③ “ね ん "の 漢字 “年 " を 探し , を 
の 番号 を 押し ます 。 


④[ SHIFT ] を 押し な が ら 

⑤ “年 " に な る と と も に “が "の 同 
音 漢字 が 表示 され ます 。 
最大 9 個 の 漢字 が 表示 され ま す 。 該 
当 の 文字 が な い 場 合 は ,[0] を 押す 
と 光 の 漢字 群 が 表 示さ れ ま す の で , 
を こ か ら 探 し て いき ます 。 

⑥③, ④ と 同じ 操作 を 行ない ,“ じ ょ 
2" も 変換 し ます 。 

⑦[RETURN 

⑧ 同 様 に し て “かく”" を 変換 し ます 。 
カー ソン ル を 進め 変換 対象 に し ます 。 

⑨ 

⑩ “か く " の 漢字 “ 書 " を 探し , そ 
の 番号 を 押し ます 。 


⑪ [RETURN 
⑫ [RETURN| (改行 きれ , カー ツル は 


次 の 行 の 先頭 に 移り ます 。) 














1 宗 嘱 _ 定 ロー 





マ 
さあ ラブ レタ ー も | ね ん が じょう | 


[| ジャ ンジ ャ ン か く ぞ 。③ 














人 念 * 然 
その 他 | 1782>] | 印 吊 




















終了 | ルイ 79 ト 









































1 ペー ジ ! 行 ロー マ 
さあ ラプ ブ レター も 年 賀 状 も ジャ 
ンジ ャ ン | 書 く ぞ 。 ③ 

③ 

③ 

③ 

③ 

その 他 | 178<。| | 印刷 | | 終了 | し 791 
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S0 








漢字 変換 に つい て 
@ 捜 し て いる 漢字 が 1 の 位置 に あっ た 6 一 一 
RETURN] を 押す だ け で , 確定 で きま す 。 
@ 提 し て いる 漢字 が 画面 上 に 表示 る され て いな か っ た だ ら 6 一 一 
[0] (で ロ ) を 押す と , 全部 の 漢字 が 新しく 入れ 替わり ます 。 
@ 該当 する 漢 字 が 通り 過ぎ て し まっ た 6 一 一 
を 押す と , 1 文字 ずつ 戻り ます 。 
@ 江 字 変換 を する 必要 が な い の に [スペース | を 押し て し まっ た 6 一 一 
[ SHIFT ] を 押し な が 6 [ESC] を 押す と , か な に 戻り ます 。 
@ 文 な どの よう に 長い 変換 対象 を つく っ て 変換 し た いと き は 一 一 
ご , ぜ ず か し い 。 | (英語 は , 難し い 。) 
① ま ず , “えい "に 対し て , “ 英 " が 変換 きれ る 。 
の [SHET | を 料 て な が 6 区 ペー ス | を 押し て 。 “ 英 "を 確定 し , 
を “ 語 " に 変換 させ る 。 
@・ "は ” と "は 変換 し な い 。 こ の よう な 場合 は , [ESC] を 
押す と , まず , “ 語 " が 確定 し , “は "が 変換 対象 か ら 外さ れる 。 
再び [ESC | を 押し て , “,” も 変換 対象 か ら 外 す 。 
④" せ ず か し い 。” を [スペ ー ス | を 押し て 変換 し た ら 6, 
を 押し て 確定 する 。 
つま り , [ SHIFT ] を 押し な が ら [| スペース | を 押す と , 変換 中 の 漢字 が 確定 
きれ , 次 の 変換 を 行う 。 ま た , [ESC ] を 押す と , 確定 され て いな い 漢 字 が 
あれ ば , それ を 確定 し, 対象 を 1 字 減 ら す 。 (確定 する 漢字 が な いと き は , 対 
象 を 1 文字 減ら す だ け 。) 














/ 


文字 の 削除 ・ 挿 入 





| 1 | 間 

[DEL ] キー 使用 の 場合 

① 削 除 し た い 文 字 に カー ソ ツル を 合わ 
せま す 。 

②[DEL ] を 押し ます 。 カ ー ソ ル 上 の 
文字 が 消え , 後 の 文 字 が 1 字 ずつ 語 
まり ます 。 

③ 消 し た い 文 字数 だ け を 押し 
ます 。 


BS | キー 使用 の 場合 

① 削 除 し た い 文 字 の 1 文字 あと に カー 
ソル を 合わ せま す 。 

②[ BS ] を 押し ます 。 カ ー ソ ツル より 
1 つっ 前 の 文字 が 消え を, 後 の 文字 が 1 字 
ずっ 詰まり ます 。 

⑬ 消 し た い 文 字数 だ け [ BS ] を 押し 
ます 。 



































1 ! 行 ロー マ 
つい に IMSX ワ ー プ ロ を 手 に 入 
れ た ぞ ア 

1 ペー ジ | 行 ロー マ 
つい に [SIX ワー プロ を 手 に 入れ 
お 密 








! ペ ー ジ | 行 ロー マ 





| ベー テ 行 ロー マ 


つい に ワー プロ を 手 に 入れ た ぞ 
ノ 











つい に MSX 競 一 プロ を 手 に 入 
れ た ぞ / 











2 呈 交 JI ロー ダマ 





つい に MS 加 一 プロ を 手 に 入れ 
た だ 宅 ア 








本 良 1 寄 ロー マ 


つい に ワー プロ を 手 に 入れ た ぞ 
ノ 








12 | 


① 文 字 を 挿入 する 箇所 の 次 の 文字 に 
カー ソル を 合わ せま す 。 

②[INS ] を 押す 。 カ ー ソ ル の 色 が 変 
わり ます 。 

③ 挿 入 し た い ぃ 文字 を 打ち 込み ます 。 

④ 挿 入 し 終わ っ た ら , 再度 [INS ] を 
押し ます 。 















































1 ペー ジ | 行 ロー マ 
つい に 加 一 プロ を 手 に 入れ た ぞ 
ノ † 文字 挿入 

1 ペー ジ | 行 ロー マ 
つい に IM ワー プロ を 手 に 入れ 

だ た ぞ / 

好き 一 8 お ! 行 ロー マ 
つい に MSX ワ ー プ ロ を 手 に 入 
れ た ぞ / 














J1 


う 2 





| 3 | スカ ミス の 信正 

削除 ・ 挿 入 の ほか に 重ね 書き が で き 
ます 。 

① 修 正 し た い 文 字 に カー ソル を 合わ 
せま す 。 

② 正 し い 文字 を 打ち を 押し 


ます 。 





















































! ペ ー ジ 」 行 ロー マ 
つい に MSX ワ ー プ を 手 に 
入れ た ぞ /③ 

1 ペー ジ ! 行 ロー マ 
つい に MSX ワ ー プ 回 を 手 に 
入れ た ぞ /③ 











文書 の 登録 


画面 に 出 て いる , で き あ が っ な た 文書 は , 電源 を 切る と 消え て し まい ます 。 デ ィ 
スク に 登録 し て お く と , 必要 な 時 に 呼び びす こと が で きま す 。 





1 文書 入力 終了 


①[ F4 ] (終了 ) を 押し ます 。 
② 右 の 画面 が 表示 きれ たら 





終了 メニ ュー に 行き ます 
よろ し けれ ば RETURN 











2 | 者 ディ スク の セッ ト 


し ば らく する と 、 右 の 画面 が 表示 き 

れ ま す 。 

① 使 有 中 ラン プ が 消え を たら, EJECT 
ボタ ン を 押し , プロ グラ ム デ ィ イス 
ク を 取り 出し ます 。 

② 文 書 デ ィ ス ク を 差し 込み 
3 | 処理 の 選択 

文書 の 処理 方 法 が 表示 され ます 。 
この まま 登録 する 場合 

①[AIV]I で 1 を 選択 し , 

② 最 初 に 入力 し た 文書 名 で , 打ち こ 
ん が だ 文書 が 登録 きれ ます 。 

新しい 文書 名 で 登録 する 場合 

①[AICIC2 を 選択 し , 

② 右 の 画面 が 表示 る れ た ら , 新しい 
文書 名 を 入力 し ます 。 


③ RETURN 

















文書 ディ スク を 
セッ ト し て [RETURNI 


注 ) 2 ドラ イブ の 機器 で は この メッ 
セー ジ は 出 ま せん 。 








文書 名 : MSX1 


1 この まま 登 録 
2 新しい 女 書 名 で 登録 
3 登録 し な い 


【 向 避 で 選ん で [RETURN 





文書 名 : MSX1 
| この まま 登録 
2 新しい 文書 名 で 登録 
3 登録 し な い 





新しい 書名 を 入れ IETURN 
注 1) 文書 名 の 頭 は か な ら 6 ず 英 文字 に 
する こと 。 
注 2) 文書 名 は 最大 8 文字 まで の 英 数 
字 で す 。 








つづ 


S4 


④ 新 し い 文 書名 で 打ち 込ん だ 文書 が 
登録 きれ ます 。 
いずれ の 場合 も , を 押す 
と , 次 の ステ ッ プ に 進み ます 。 
登録 し な い 場 合 
①AIYIC3 を 選択 し IRETURN] 


② 入 力 し た 文書 は 登録 きれ ませ ん 。 


注 1) 文書 名 の 頭 は か な ら ず 英文 字 に 
すず る よ 。 

注 2) 文書 名 は 最大 8 文字 まで の 英 数 
字 で す 。 





| 4 | パス ワー ド 入 力 


「2% ス ワー ド 」 と は , 登録 し た 文書 の 
秘密 を 守る た め の “合い 言葉 " で す 。 





























を 選ん で , 異な る 文書 名 で 登録 し 
た 場合 一 最初 に 登録 し て ある 文書 
は 削除 (39 ペ ー ジ 参照 ) し な いか 
ぎり , 元 の まま 残り ます 。 





(ここ で は , “PASS" と し ます 。) 
① 右 の 画面 が 出 た 6, [PAS]S] | ワー! PS5 
と 入力 し ます 。 
② [RETURN 
注 ) 特に 秘密 に する 必要 の な い 文 書 
| 
PP の 守 漢 王 ト マト 
文書 登録 の 処理 が 終り ます と , 画面 ほす 1 
印刷 
は メイ ン メ ニュ ー の 表示 に 戻り ます 。 人 
8 gs e 5 終 了 
※ い っ た ん 登録 し た 文書 を 呼び 出し AS 
修正 後 , 「2. 新 し い 文 書名 で 登録 」 (C)1985. Sony 




















文書 修正 


文書 ディ スク に 登録 され た 文書 を 呼び 出し , 内 容 を 修正 する こと が で きま す 。 





1 メイ ン メ ニュ ー の 選択 
































パス ワー ド を 要求 し て きま す の で , 
ある 場合 は 入力 し ます 。 

注 ) 登録 文書 が 多く て , 修正 する 

文書 名 が 画面 上 に な い 場 合 , 

引き 続き [ママ | を 押す と , 次 の 文 
書名 が で て きま す 。 








漢 吾 トマ 
起動 (スタ ー ト ) 時 , あ るい は 文書 還 
登録 後 。 画面 に メイ ン メ ニュ ー が 表 4 間際 
示 $ れ て いる と き 行 いま す 。 oe 
へ AIZ で 選ん で [RETURNI 
①AI ぁ る い は 数 字 で “2. 文書 修 (C)!985. Sony 
正 "を 選択 し ます 。 
② |RETURN 
2 | 文書 の 選択 修正 する 文書 は 
[_IMSX1 
文書 名 の 画面 が 表示 きれ ます 。 ーー 
①[AI ツ | で 修正 する 文書 名 を 選択 し VN 
ま す 。 MSX6 
② RETURN [ 向 以 で 選ん で [RETURNI 





パス ワー ド PASS 








| 3 | フロ タラ ム テ ディ スク の セッ ト 

右 の 画面 が 表示 され ます 。 

① 使 用 中 ラン プ が 消 を た 6EJECT ボ 
タン を 押し , 文書 ディ スク を 取り 
出し ます 。 

プロ グラ ム デ ィ ス ク を セッ ト し 


RETURN 








プロ グラ ム デ ィ ス ク を 





セッ ト し て [RETURNI 








注 ) 2 ドラ イブ の 機器 で は この メッ 
セー ジ は 出 ま せん 。 








うら 











| 4| 文書 呼び 出し 本 = 


円 い に MSX ワ ー プ ロ を 手 に 入 


し ば らく する と , 文書 が 表示 る れ ま Sa 
す 。 

文書 の 修正 を 行い ます 。 
(文字 の 削除 ・ 挿 入 に つい て は 31 ペ ー 民 の 他 | [>| | 印 員 | 終了 [772t 
ジ を , また 文書 の 登録 に つい て は 33 



























































注 ) 誤っ た パス ワー ド が 入力 され て 
いる と , お か し な 表示 が 現われ 
ます 。 上 の 手順 に 従っ て 再度 文 
書 を 読み 込ん で くだ さい 。 














"へ 


文書 の 印刷 (1) 





1 | フリン ター の セッ ト 
① プ リン ター に 紙 を も セット し ます 。 
② 印 字 可 能 状態 (READY) に し ます 。 
(プリ ンタ ー の セッ ト 方 法 は プリ ンタ ー 
添付 の 説明 書 を 参照 )。 





| 2 | プリ ンタ ー, 紙 な どの 選択 

文書 を 入力 し , 修正 が 済ん だ 6[| F3 ] 

(印刷 ) を 押し ます 。 

右 の 画面 が 表示 きれ ます 。 

①[A]II で プリ ンタ ー の 項目 に カー 
ツル を 合わ せま す 。 

@<3I じ を 押し , ご 使 用 の プリ ンタ ー 
の 機種 を 表示 きせ ます 。 

③ 上 と 同様 に し て , “ 紙 "以下 の 項目 
も 設定 し ます 。 

④ 処 理 を 選択 し た 6, | F3 ] を 押し 
ます 。 





書式 設定 
プリ ンタ ー : PRN-T24 漢 付 
: A4 


印刷 開始 頁 : | 
回 尺 加 務 で セッ ト し て F3 











注 ) MS5X ワ ー プ ロ で 使用 可能 な 紙 
1. A4 2. B5 3. 連続 紙 
4. その 他 (IV 章 参照 ) 





| 3 | 抵 始 


右 の 画面 が 表示 る れ ます 。 


① [RETURN] を 押し ます 。 


右 の 画面 に 変わ り ま す 。 

② 印 刷 が 開始 され ます 。 

③ 印 刷 を 中 止 す る 時 は , を 押 
し ます 。 

④ 印 刷 が 終了 する と 文章 を 表示 し て 
いる 画面 に も どり ます 。 








文書 印刷 


印刷 ニ IRETURN 











印刷 中 


中 止 =STOP 
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うつ 9 


文書 の 印刷 (2) 




















| 1 | メイ ン メニ ュー か ら 印 刷 を 選択 ea 
起動 (スタ ー ト ) 時 ある い は 文書 合 2 寺下 
録 後 , 画面 に メイ ン メ ニュ ー が 表示 4 大夫 
きれ て いる 時 に 印刷 を 行う こと が で Pe 

回 加 で 選ん で [RETURNI 
きま す 。 (C)1985. Sony 
[AI 芝 | ある い は 数 字 で “3. 文書 印刷 " 
を 選択 し , |RETURN| キー を 押し て 
だ きい 。 
ー ト 

| 2 | 文書 の 選択 印刷 する 文書 は 
印刷 する 文書 名 を [Al[Z] で 選ん で || swee 
キー を 押し て くだ さい 。 MSX4 
パス ワー ド が あれ ば , 続い て 入力 し ッ MSX 
ます 。 回 加 で 選ん で RETURN 











| 3 | プロ グラ ム デ ィ ス ク を セッ ト 

し ば らく する と 右 の 画面 が 表示 され 

ます 。 

① 使 用 中 ラン プ が 消 を た ら EJECT ボ 
タン を 押し , 文書 ディ スク を 取り 
唱 し ます 。 

プロ グラ ム デ ィ ス ク を 差し 込み 


[RETURN] キー を 押し て くだ きい 。 





プロ グラ ム デ ィ ス ク を 
セッ ト し て [RETURN 


注 ) 2 ドラ イブ ある 場合 は この メッ 
セー ジ は 出 ま せん 。 














|4| 書式 設定 


書式 設定 の 画面 が 表示 る れ ま す 。 以 
下 の 作業 は 前 貞 I2 以 降 と 同様 に 行っ 
て くだ きい 。 























定 
: PRN-T24 漢 付 
: A4 


印刷 開始 頁 : | 








回 以 加 で セッ ト し て F3 











文書 削除 


文書 ディ スク に 登録 し た 文書 を 抹消 する こと が で きま す 。 





1 | メイ ン メ ニュ ー の 呼び 出し 























② [TURN 
注 ) 文書 削除 の 際 , 文書 名 を 選択 
し , [RETURN] を 押す と , すぐ 
に 削除 きれ て し まう の で , 文 
書名 を 選択 する 時 は 十分 注意 
し て 《 だ きい 。 





漢 圭 トマ 

起動 (スタ ー ト ) 時 , ある い は 文書 と 
登録 後 。 画面 に メイ ン メ ニュ ー が 表 国際 
示さ れ て いる 時 , 行い ます 。 ei 
Q①[AI] あ る い は 数 字 で “4 文書 前 | (eee 

除 "を 選び ます 。 
② [RETURN 
| 2 | 文書 の 選択 削除 する 文書 は 
文書 名 の 画面 が 表示 きれ ます 。 導 ee 
①[A]Z] で 削除 し た い 文 書名 を 選択 Wo 

で " に す 。 マツ MSX6 


軸 加 で 選ん で |IRETURNI 











3 | メイ ン メ = ュー の 表示 

削除 きれ た 文書 は ディ スク 上 か ら 完 
全 に 削除 きれ , 画面 は メイ ン メ ニュ ー 
の 表示 に 戻り ます 。 

















漢詩 トマ ト 
| 新規 作成 
2 文書 修正 
3 文書 印刷 
4 文書 削除 
5 終了 


回 加 で 選ん で IRETURN 
(C)1985. Sony 
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終了 





























② RETURN 








1 | 終了 キーON 
①[ F4 ] (終了 ) を 押し ます 。 
右 の 画面 が 表示 きれ ます 。 
② [RETURNI 
終了 メニ ュー に 行き ます 
よろ し けれ ば [RETURN] 
| 2 | 処理 の 選択 
文書 名 : MSX1 
① 文 書 ディ スク を セッ ト し , 
② 右 の 画面 が 表示 きれ て いま す の で 5 新しい 名 で 二 
33 ペ ー ジ の 方 法 に 従っ て 処理 を 選 
択 し ます 。 回避 で 選ん で RETURN 
⑨ [RETURN 引 
| 3 | メイ ン メ ニュ ー の 選択 漢 熱 トマ ト 
し ば ら 5 くす る と メイ ン メ ニュ ー が 表 ーー 
示 き れ ま す 。 4 前 
①[AIZ] あ る い は 数 字 で “5. 終了 " Go っ 
を 選択 し ます 。 











| 4 | 7 


右 の 画面 が 表示 され た ら , 終了 で す 。 
① 使 用 中 ラン プ が 消 を た ら , フロ ッ 
ピー ディ スク を 取り 出し ます 。 

② 次 の 順序 で 電源 を 切り ます 。 

1. ユ コンピュー ター 

2. モ ニタ ー テ レビ 

3. プ リン ター 

4. デ ィ ス ク ド ラ イブ 
た だ し , この 画面 上 で BTOP] を 押す 
と , メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 





[ 向 以 で 選ん で IRETURNI 
(C)1985. Sony 





お つか れ さ まで し た 


ディ スク は 大 切 に 
保存 し て 下さ い 














これ で 基礎 編 は 終わ り で す 。 次 の 「 活 用 編 ] で は ,「 ワ ー プ ロ 」 らしい, いろ 


いろ な 便利 機能 が 出 て きま す よ 。 








II 草 


Sb 加 。 ) 
に 
eee 


・ レ ッ ス ン ( の 2) 


ー 活 用 編 
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ここ で は , MSX ワ ー プ ブロ の さま ざま な 機能 を 使っ て 下 に 示す 「 招 待 状 ] を 作っ 
て み ま し よう 。 




















スー | | 倍角 | 十 2 [中 寄 
年 年 寺内 3 | 半角 | 十 4 | 右 寄 
Surprise Party in April 




















時 4 月 1 日 

場所 MSX 少 年 宅 
所 M X 少 年 全 3 | 半角 | 
来 た る エイ プリ ルフ ー ル 、 僕 の 彼女 の ⑩⑰ 回 目 の バ ー ス デー パー ティ ー を 開き ま 

す , 友だち を さそ っ て 来 て くだ さい 、 た だ し 、 彼女 に だ け は 絶対 に 内 緒 。 当日 

びっ くり させ だ た い の で ! 下線 




















連絡 は MSX 少 年 宅 港 区 港町 1-2-3 
6 | 覆 写 TEL (123) 4567 











上 の 例 で , 字 の 大 きる を 変え た り , 下線 を や 引い た りす る に は , ファ ンク ショ 
ン キ ー (62 ペ ー ジ 参照 ) を 使い ます 。 

画面 下 の 5 つの 表示 は [ F1 ]-[ F5 | の ファ ンタ ショ ン キ ー に 対応 し て いま 
す 


o 


















































を の 他 822 印刷 終了 シレ 47 外 ニー ーー 
半角 倍角 下線 カタ カナ 9 
ぇ クロ ー ル 改 ジ 中 寄 右 寄 3 

左 寄 検 索 9 宇 可 mg 

F1 | F2 | F3 | F4 | F5 























移動 複写 行 前 行 あ ) 
結合 書式 語 削 語録 
字 作 字 選 マー ク 16 進 


①[ Fl ] (を の 他 ) を 押し ます 。 


②④[F2 ]-[ F5 ] の 対応 する 処理 が 矢印 ! 方 向 に 変わ り ま す 。 
まだ , を 押し な が ら [| F1 | を 押す と ) と 逆 方 向 に 変わ あります 。 


③ 最 後 ま で い 〈 と , 再び 最初 の 処理 の 表示 に 戻り ます 。 
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| 1 | 倫 角 (文字 の 横幅 を 2 倍 に し ま 
す 。) 

①「 招 待 状 ] と 入力 し た ら 5, 
で [倍角 | の 表示 を 画面 に 出し ます 。 

② カ ー ソ ツル を 動か し , 倍角 に する 文 
字 を 変換 対象 に し ます 。 
(カー ソル キー で 左 か ら 右 へ 対象 
に し だ いと ころ を な どる よう に カー 
ツル を 動か し ます 。) 

③[ F3 |] (倍角 ) を 押し ます 。 

④ [RETURN| 














































































































2 | 中 寄 (文字 を 行 の 中 央 に 配置 


せま す 。) 


①[ Fl ] で [中 審 ] の 表示 を 画面 に 出 
し ます 。 


(カー ソル を 中 寄 に し た い 行 に 動か 
も 癌 計 。 


③[ F4 ] (中 寄 ) を 押し ます 。 
④ [RETURNI 





























その 他 | |22m- ル | [ページ 


























! ベ ペー ジ  」 行 

















招待 状 
③ 








1 ページ  」 行 











ロ 
招待 状 @ 
③ 











7 





| 3 | 半角 (半数 字 に の み 可能 で す 。 
1 マス に 2 文字 入り ます 。) 

①「Surprise Party in Aprill と 入力 
し た ら , [ FI | で [半角 ] の 表示 を 
画面 に 出し ます 。 

カー ソル を 動か し , 半角 に する 文 
字 を 変換 対象 に し ます 。 

③[ F2 ] (半角 ) を 押し ます 。 

④ RETURN 








1 ペー ジ 2 行 ロー マ 





招待 状 9③ 
Surprise Party 
in April 避 
③ 


























その 他 倍角 | | 下線 | | ヵ タ が 























招待 状 9 
Sur rise Part 


in AprilG 














! ペ ー ジ 2 行 ロー マ 





招待 状 ⑨ 
Surprise Party in April 回 








に 
4 | 右 寄 (文字 を 右端 に 配置 させ ま 
す 。) 


①[ Fl |] で [大 寄 ] の 表示 を 画面 に 出 
し ます 。 


(カー ソル を 右 寄 に し た い 行 に 動か 
し まず 。 


③[ Fs | ( 右 寄 ) を 押し ます 。 
④ [RETURN| 


ーーー 

















1 ペー ジ 2 行 昌一 ダ 
招待 状 9 

Surprise Party in April 回 
③ 

⑤ 

③ 





























その 他 | |22n- ル | | ペ ー ジ | | 中 寄 





























1 ペー ジ 2 行 ロー マ 
招待 状 9 
Surprise Party in April③ 
! ペ ー ジ 2 行 ロー マ 
招待 状 9 
品 Surprise P 


arty in April③ 
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| 5 | で (アン ダー ライ ン を 引き ま 
す )。 
①「 絶 対 に 内 緒 ] まで 入力 し た ら , | ンプ ーーーーー 


| F1 | で [下線 ] の 表示 を 画面 に 出 
LTHT 本 由 則 smITF_aTlm aL( で カタ カナ 


(カー ソル を 動か し , 下線 を 引き し , 彼女 に だ け は [絶対 に 内 緒 
た だ たい 文字 を 変換 対象 に し ます 。 






































③[ F4 ] (下線 ) を 押し ます 。 し , 彼女 に だ け は 絶対 に 内 緒 
⑥⑤ [RETURN 





ーー 


| 6 | 衝 写 ( 章 を 他 の 場所 へ コピ ー 
し ます 。) 


①[ PF ] で [ 矯 写 ] の 表示 を 画面 に 出 | ーー ーーー ーー 


も 人 き 
す 。 その 他 | | 移動 (】 行 削 | | 行 あ け 


②[ F3 | (複写 ) を 押し ます 。 es 
右 の 画面 が 表示 され ます 。 
























































カー ソル を 動か し , 複写 する 文字 | | 時 4 月 1 日 
を 変換 対象 に し ます 。 場所 [MSX 少 年 宅 ] 





























注 ) 最初 に ③ を 行 う と , ② の 画面 
は 出 ず ,。② の 処理 の 後 , ⑤ に 
行 ( て こと が で きま す 。 
④ RETURN 本 
⑤ 右 の 画面 が 表示 きれ ます 。 ie 
⑥ 文 意 を 複写 し た い 場 所 の 先頭 に ー 
>・ どこ 
カー ソル を 移し ます 。 
② 連絡 は MSX 少年 宅 
| その 他 | 移動 捧 写 行 前 | | 行 あ け 



























































7 | レイア ウト (打っ た 文章 の 紙面 
上 の 位置 , 配置 の 検討 ) 


①[ Fl ] で [レイ アッ ウト] の 表示 を 画 
面 に 出し ます 。 


②[ F5 ] (レイ アッ ウト) を 押し ます 。 

③ 画 面 の 右側 に レイ アウ ト が 表示 さき 
れ ま す 。 

④ 文 字 の 配列 , 位置 は 点 で 示さ れ ま 
呈 。 

⑤ 矢 印 が 示し て いる 点 が , カー ソル 
の 現在 位置 で す 。 
注 ) 何 か キ ー を 押す と , も と の 画 

面 に 戻り ます 。 








1 ペー ジ 」 行 





招 待 状 














カー ソル 














その 他 | 17 ご <| 1 印刷 | | 終了 









































矢印 位置 を 表わす ) 











トカ ー ソ ル 
( 点 減 ) 

















4/ 


( 


これ だ け は 覚え よう 
ー 書 式 設 定 
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S0 


書式 設定 こと は 





これ まで の 章 で は , 入力 や 登録 , 呼出 や 修正 と いっ た こと に つい て 主 に 説明 
し て きま し た が , この 章 で は 入力 済み の 文章 を 実際 に プリ ンタ ー を 使っ て 印 
刷 す る と き に 必要 な 「 書 式 設定 ] に つい て 説明 し ます 。 


何 か 文 章 を 書 こ うと 思っ た 6, まず 何 を 用 意 し た ら 良 いで し ょ うか ? 

も ちろ ん , 筆記 用 具 と 紙 が あれ ば いい で すね 。 

で も , 一 口 に 筆記 具 ほ と いっ て も , 鉛筆 か ら ボ ー ル ペン , サイ ン ペ ン , チョ ー 
ク と いろ いろ ある し , 紙 だ っ て , 大 きき さや マス 目 の 数 に よっ て 選ば な く て は 
いけ ませ ん 。 


[書式 設定 ] し は , 簡単 に いう と , 使う 筆記 具 と 用 紙 の 大 きる , マス 目 の 数 な 
ど を コン ピュ ー タ ー に 教 を ん る と いう こと で す 。 


設定 する 項目 


この 「 ワ ー プ ロ 」 で は , 次 の よう な 項目 に つい て , コン ピュ ー タ ー に 教え る 
必要 が あり ます 。 





1. プリ ンタ ー の 種類 …… 筆 記 具 を 選び ます 
2. 紙 の 大 きる 

3. 1 行 の 文字 数 

4. 1 ペー ジ に 入る 行 数 「…… 原稿 用 紙 を 選び ます 
5. 文字 間隔 

6. 縦 書か 横 書 か 

7. 何 部 書く か 

8. 原稿 の どこ か ら 書 き 始 め る か 


以上 の 8 項目 に つい て , その 設定 の し か た に つい て 説明 し ます 。 


室 員 

設定 の し ガ だ 

まず , カー ツル キー の |[A] ま た は [ツマ | 方 向 で , 設定 し た ぃ 項目 まで カー ソル を 
移動 きせ て くだ さい 。 





1. プリ ンタ ー 
ご 使用 の プリ ンタ ー の 機種 を カー ソル キー の [3| ま た は [ じ ] 方 向 で 設定 し ます 。 
使用 で きる プリ ンタ ー の 種類 は 以下 の 通り で す 。 


ッ ニ ーPRN-T24 (漢字 ROM つ き ) 

ッ ニ ーPRN-T24 (漢字 HROM な し ) 

ッ ニ ーSMLI-720 

ッ ニ ーPRN-C41 (漢字 HROM PRN-K41 要 ) 
ブラ ザーHR-5X/6X 

エプソン RP-80 (ESC/P) (ESC/P 規 格 対応 ) 
その他 上 記 同 仕様 の アリ ンタ ー 





| ご 注意 ]PRN-C41 を 使用 する と き は 
1. 下 線 , けい 線 , 16 進 ユー ド メメ x20, X X7F, 2820 一 287F の 文字 お 
よ ょ び 外 字 の 印刷 は で きま せん 。 
2. 倍 角 文 字 を 印刷 する 場合 , 改行 幅 に よっ て は 前 行 と 次 行 の 文字 が 
重なっ て 印刷 きれ る こと が あり ます 。 


り 1 


2. 紙 


使用 する 紙 の す サイ ズ を カー ツル キー の [| また は [ じ ] 方 向 で 設定 し ます 。 使 用 
で きる 紙 の サイ ズ と た それぞれ の 印字 可能 な 範囲 は 。 以下 の 通り で す 。 


























品 
サイ ズ 規定 す サイズ | 印字 可能 範囲 
用 紙 横 メ 縦 ( イ ンチ ) 横 X 縦 (イン チ ) 
L 
8.3x11.7 7 X10.5 
A4 
211x297mm〕 [178x267mm]〕 
7.2X10.1 5.83X9 
B5 
[183x257mm〕 [148x229mm]〕 
10X11 8X11 
連続 紙 
[254x279mm]〕 [203x279mm〕 
印字 ヘッ ド の 動く 範 
その 他 、 
囲 で 無制限 








1 イン チ テ 25.4mm 


[ご 注意 ]A4, B5 は 単 票 と し て 扱っ て いま す の で , プリ ンタ ー の ペー パー エン 
ド 検 出 位置 に より , 印字 可能 範囲 が 狭く な る こと が あり ます 。 


3. 1 行文 字数 


設定 し た い 文字 数 を カー ツル キー の [| また は [ じ ] 方 向 で 表示 きせ る か , 直接 
数 値 を 入力 し て [RETURN| キー を 押し て 設定 し ます 。 
ここ で 考え て お か な く て は な ら な い の は , 用 紙 の サイ ズ で す 。 

次 ペー ジ の 表 を 参照 し て , 1 行 あ た り の 文字 数 を 設定 し て くだ さい 。 


Sg 


1 行 あ た り の 最大 文字 数 





用 紙 文字 間 隔 


プリ ンタ ー 











PRN-T24( 漢 付 ) 
SMI-720 








HR-6X 





RP-80(ESC/P) 
PRN-C41 





PRN-T24 ( 漢 無 ) 
HR-5X 























[ご 注意 ]1 行 文字 数 は プリ ンタ ー の 種類 ぉ よび 文字 間隔 に よっ て 変わ り ま す 。 
くわ し く は , 「5. 文字 間隔 」 を ご らん くだ さい 。 た だ し “を その他” の 
場合 は 、 文 字 間隔 に 関係 な く 10 一 99 ま で 可能 で す 。 


4. 1 頁 行 数 

定 し た い 行 数 を カー ツル キー の [3] ま た は [ じ ] 方 向 で 表示 させ る か , 直接 数 
直 を 入力 し て |RETURN] キー を 押し て 設定 し ます 。 
この 設定 は , 単に 行 数 を 決め る だ け で な く , 行間 隔 も 指定 し ます 。 つ まり , 
の 数 字 が 小さ いと , 行 と 行 の 間隔 は 広く な り , 逆 に 大 きい と 狭く な り ま す 。 


深 


ーー 


『? 


ら う 





用 紙 の サイ ズ と 1 真行 数 , 改行 幅 の 関係 は , 下 の 表 の 通り で す 。 
例 : PRN-T24 ( 漢 付 ) の 場合 , A4 サ イズ で 1 真行 数 を 21 一 32 に 設定 する と , 
1/3 イ ンチ 改行 に な り ま す 。 




























































































SE 用 紙 ] 改行 幅 (イン チ ) 
ダリ シタ 一 [ 層 
1/3 | 1/4 | 1/5 | 1/6 
32 | 40 | 54 | 63 
PRN-T24( 漢 付 ) 

PRN-C41 28 | 34 | 45 | 54 

32 (as 54 | 65 

32 」 40 | 52 | 63 

PRN-T24( 漢 無 ) 28 | 34 | 二 」 54 

sa | 43 | 54 | 65 

30 | 40 | 50 | 60 

SMI-720 26 | 34 記 52 
連続 32 | 43 | 54 | 65 ] 

30 | 40 | 49 | 58 
に ーー 

HR-5X | 25 | 33 | 42 | 49 
32 写り | 54 | es | 

30 | 40 | 49 | 58 

HR-6X 25 | 33 | 42 人 49 

| 32 | 43 | 54 | 65 

32 | 40 | 54 | 63 

RP-80(ESC/P) 28 | s 45 ] 54 
] 

| 32 | 43 | 54 | 65 








ご 注意 ]1. 1 頁 あ た り の 行 数 と , 1 行 あたり の 文字 数 や 文字 間隔 と は 無関係 で 
す 。 


2. は が きま だ た は B5 サ イズ より 小さ い 紙 に 印刷 する と き は ,1 行 文字 
数 や 1 真行 数 を その 用 紙 に 合っ た 数 値 に 設定 し て くだ さい 。 

3. “その 他 " で は PRN-T24 ( 漢 付 ) や PRN-C41 の 「 連 続 ] と 同じ 
で す 。 

4. 用 紙 サ イズ が “その他 "の 場合 , 1 真 の 行 数 が 70 行 を 越え る と, 
レイ アツ ウト 表示 は で き な く な り ま す 。 


5. 文字 間隔 

設定 し た い 文 字 間 隔 を カー ツル キー の |[ 3] また は [|] 方向 で 設定 し ます 。 
この 設定 は ,「2. 紙 」 で 設定 し た 用 紙 サ イズ と 「3. 1 行文 字数 ] で の 数 値 と 関 

係 が あり ます 。 下 の 表 を 参照 し て , 設定 し て くだ さい 。 


中 














文字 幅 指定 広い 普通 や ゃ や ゃ や 狭 狭い 
1 文字 幅 の | 1 文字 幅 の | 1 文字 幅 の 
文字 間隔 0 
1/2 1/4 1/8 
6. 縦 書 / 横 書 


設定 し た い ほ う を カー ツル キー の [3] ま た は [ じ ] 方 向 で 設定 し ます 。 
[ご 注意 ] 半 角 文 字 は 縦 書 を 指定 し て も 横 書 に な り ま す 。 


7. 印刷 部 数 

設定 し た い 部 数 (1 か ら 99 ま で ) を カー ツル キー の [3] また は [ じ | 方向 で 表示 き 
せる か , 直接 数 値 を 入力 し て [RETURN] キー を 押し て 設定 し ます 。 

A4, B5 を 設定 し て , 1 部 で 複数 ペー ジ ま た は 2 部 以上 設定 し た と き は , 1 ペー ジ 
を 印刷 し 終え を る と プリ ンタ ー が 停止 し ます の で , 紙 を 入れ 換え て , も う 一 度 
[RETURN] キー を 押し て くだ きい 。 印 刷 を 続行 し ます 。 
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8. 印刷 開始 頁 
設定 し た い 開 始 ペ ー ジ (1 か 699 ま で ) を カー ツル キー の [3] また だ はじ] 方 向 
で 表示 きせ る か , 直接 数 値 を 入力 し て [RETURN| キー を 押し て 設定 し ます 。 


設定 が 終わ つた ら 





[ F3 ] キ ー を 押し ます 。 こ れ で 設定 され まし た 。 
設定 し た 書式 は , 文書 を ディ スク に 登録 する と き に いっ し ょ に 登録 きれ ます 。 
(これ ら の 設定 値 は , 次 に 変更 きれ る まで 有効 で す 。) 





[ご 注意 ] 変更 に つい て も, 同じ 方 法 で 行っ て くだ きい 。 
た だ し , 1 項目 の み 変 更 し た と き で も , それ に 関連 し て 他 の 項目 も 変わ 
る こと が あり ます 。 変更 し た と き は , | F3 ] キ ー を 押す 前 に も ぅ 一 度 
すべ て の 項目 を 確かめ め て くだ さい 。 


V 章 
ー ニ 


ご ん な ふう に 使 お う 


本 語 ワー プロ 機能 詳細 


SG 


画面 の 構成 





文書 作成 中 の 画面 が 何 を 表わす の か 説明 し まし ょ う 。 











5 ー==|- 9 





ww ws 后 ゃ る 品 和 2 
| ソニ ーMSX 日 本 語 ワー ブロ 還 TT 
②③ 7 いい 
| ③ @⑧ 
(7】 
その 他 | |?2。| | 印刷 | [終了 | 72t ト HL _ 


(画面 は MSX モ ー ド ) 


り 


① 




















ゆい ま カ ー ソ ル ⑳ が ある ペー ジ と 行 


ぬか な ローマ字 入力 の 表示 
ここ が 「 か な | な ら ば , 「 か な 入力 モー ド 」 を , 「 ロ ー マ 」 な ら 6 ば , 「 ロ ー マ 
字 入 力 モ ー ド 」 で ある こと を 示し ます 。 


各行 の 先頭 か 6 数 えた 文字 数 
1 行 が 15 文 字 (MSX。 で は 31 文 字 ) 以上 に 指定 きれ て いる と き は ,15 文 字 (MSX 
で は 3231 文字) 以降 は , 画面 上 で は 次 の 行 に 表示 る れ ま す 。 (スクロール (79 
ペー ジ 参 照 ) の 機能 が 働い て いる と き を 除く 。) 


@ 改 行 マ ー ク 
入力 し て い 〈 と , 大 に 移動 し ます 。 行 末 び で ある こと を 示し ます 。 


カー ソル 
文字 キー を 押す と , この 位置 に 文字 が 表示 る れ ま す 。 


@ 変 換 対象 
か な を 漢字 に 変換 し た り , 文字 を 半角 ・ 倍 角 に し た り , 移動 や 複写 させ る 
と き の 対 象 を 指定 し ます 。 対象 を 消し た いと き は , カー ツル を 上 ・ ト ・ 左 
の いずれ か に 動か し て くだ さい 。 


ぬ メ ッ セ ー ジ 表示 
16 進 ユー ド を 入力 し た り , その 他 の メッ セー ジ が 表示 る れ ま す の で , それ 
に 従っ て 操作 し て くだ きい 。 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表 示 
5 つの 表示 は , [| Fl ] か ら [ F5 ] ま で の ファ ンク ショ ン キ ー に 対応 し て いま 
す 。 それぞれ の 機能 を 実行 する の に 使い ます 。[ F1 | の [その 他 ] は, 表示 
きる れ て いな い 機 能 を 表示 きせ る と き 押 し ます 。(42 ペ ー ジ , 62 ペ ー ジ 参照 ) 
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7 


ファ ンク 


ジョ ヨン キー 以外 の キー の 一 覧 表 
























































キー 機 能 
< 変 換 対 象 > が ある 場合 は 変換 、 な い 場 合 は スペ ー 
スペ ベ ペース 
ス の 入力 
ー 現在 変換 中 の 部 分 を 確定 し , 残り の 部 分 を 変換 
RETURN < 変換 対象 > が ある 場合 は 確定 , な い 場 合 は 改行 
+ 行 を 2 分 する (行間 あけ ) 
ESC < 変換 対象 > を 1 文字 減ら す 
[ SHIFT | + [Esc」 漢字 変換 中 に 変換 を 中 止 する (か な に 戻す ) 
1 ペー ジ 1 行 目 の 先頭 に 行く 
[SHIFT ] + HOMl 入力 され て いる 文 の 終わ り に 行く 
漢字 変換 中 に , 該当 する 漢字 が 通り 過ぎ て し まっ 
(SELEcT| 和 
た 場合 。 1 字 ず つ 戻 る 
現在 実行 中 の 作業 を 中 止 する 
カー ソ ツル が ある 位置 か ら 改 行 マ ー ク まで を 削除 
[ SHIFT ]+[pEL | する 。 カーソル が 改行 マー ク 上 に ある と き は , 
行 の 併合 














キー 機 能 











TAB カー ソル を 現在 位置 か ら 6 4 文字 分 右 へ 移動 する 
[GRAPH |] + 
半 仙 回 加 けい 線 を 引く 








+[AIMC 画面 表示 を 1 画面 単位 で 移動 する 





・ 以 下 の キ ー の 組合 せ に より , 画面 の 色 を 変え る こと が で きま す 。 





sn ー | モー ド MSX2 表 示 モ ー ド 

















+[Aj eee バッ ク の 人 色 


[LCTRL ] +[B] | 変換 対象 の 文字 の 色 変換 対象 の 文字 の 色 
[ CTRL | +[C] | 変換 中 の 文字 の 色 確定 文字 の 色 























ファ ンク ショ ン キ ー 定 義 
な どの 文字 の 色 


LerRL ]+Ip] 

















変換 対象 文字 の 

LcTRL 」+lg] 
] バッ ク の 色 
変換 中 の 文字 の 

LcTrRL 」+F 
バッ ク の 人 色 











変更 し た 画面 の 色 は , 書式 設定 の 画面 に 十 [S] を 押す と ディ スク に 
セー ブ さ れ , 次 に 漢 熟 ト マト を 起動 し た と き に を の 色 に 設定 され る よう に な 
り ま す 。 

[ご 注意 ] 変換 中 の 文字 びあ る と き に 上 記 の キー を 押す と , その 文字 は 確定 し 
まず 。 
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ファ ンク ショ ン キ ー に よる 機能 








その 他 ファ ンク ショ ン キ ー(F2-F5) の 表示 を 変 た た いと き 





[機能 〕 この キー を 押す ご と に , 26 種 類 の ファ ンク ショ ン の うち 4 種類 ずつ が 









































表示 る れ ま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1. 
その 他 | 782。| | 印 弄 | | 終了 | トル ィ 79t 
F1 F2 F3 F4 F5 


その 他 | が な / | 印刷 | 終了 レ ィ イア ウト | パタ ー ン 1 


ロー マ 





を その他 | 半角 | 倍角 | 下線 | カタ カナ | パタ ー ン 2 


その 他 スクロール | 改 ペ ー ジ | 中 寄 | 右 寄 | パタ ー ン 3 





その 他 | 左 寄 検索 2 パタ ー ン 4 





その 他 | 移動 | 複写 | 行 前 | 行 あ け | パタ ー ン 5 





を その他 | 結合 | 書式 | 語 前 | 語録 | パタ ー ン 6 





その他 | 字 作 | 字 選 | マー ク | 16 進 | パタ ー ン 7 

















[Fl ] キ ー (を その他) を 押す と , 画面 上 の ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 が 


7 種類 (パタ ー ン 1 か ら フ パタ ー ン 7 まで , 全部 で 26 種 類 の ファ ンク ショ ン ) 
に 変化 し ます 。 

自分 の 希望 の ファ ンク ショ ン が 表示 る れ た ら , その 対応 する キー を 押し 
て , その ファ ンク ショ ン の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


・ 行 き 過 ぎ て し まっ て も あわ て な いで くだ さい 。[ FI ] を [ SHIFT ] とい っ し ょ 
に 押す と , 逆 方 向 に 変化 し ます 。 

・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押す 前 に 自分 の 行い た い 作業 の 表示 が 出 て いる か ど と 
うか を 確か め て か ら キ ー を 押し まし ょ う 。 
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か な ロー マ か な モー ド と ロー マ 字 モー ド を 切り 換え た 
いと き 





〔 機 能 〕】 か な 入力 モー ド と ロー マ 字 入力 モー ド を 切り 換え ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 

ひら が な を 表示 し た いと き 

友 か な モー ド を 使っ て 入力 


⑤6 | 








: か な プロー マ を 押し て , か な モー ド に し ます 。 
画面 右上 の 表示 が 「 か な ] に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 
キー ボー ド の [ 属 |] キー を 押し ます 。 赤 ラン プ が つい た こと を 確認 し て 
《 だ さい 。 
この と き , | 記 キー が 押さ きれ て いな いこ と も 同時 に 確認 し て くだ さい 。 
③ キ ー ボ ー ド の ひら が な キー を 使っ て 入力 し ます 。 
④ 画 面 に は , ひら が な が 表示 され ます 。 


文 ロ ー マ 字 モー ド を 使っ て 入力 
ツ ロー | 








:・ か な ブロー マ を 押し て , ロー マ 字 モー ド に し ます 。 
画面 右上 の 表示 が 「 ロ ー マ ] に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 

② キ ー ボ ー ド の [ 局 ] キ ー を 押し ます 。 赤 ラン プ が つい た こと を 確認 し て 
《 く だ さい 。 


この と き , | 品 ] キ ー が 押 き れ て いな いこ と も 同時 に 確認 し て くだ さい 。 
キー ボー ド の ロー マ 字 キー を 使っ て 入力 し ます 。 
④ 画 面 に は は, ひら が な が 表示 きれ ます 。 


カタ カナ を 表示 し た いと き 

娘 か な モー ド ,。 ロー マ 字 モー ド の どちら 6 でも, 好き な 方 を 使っ て 入力 

①[ 明 ] キ ー ほ 5 [ 計 ] キ ー を 押し ます 。 赤 ラン プ が つい た こと を 確認 し て 
くだ さい 。 

か な モー ド 入 力 の 場合 は キー ボー ド の ひら が な キー を , ロー マ 字 モー ド 
入力 の 場合 は , キー ボー ド の ロー マ 字 キー を 使っ て 入力 し ます 。 

③ 画 面 に は , カタ カナ が 表示 され ます 。 


英字 を 表示 し た いと き 

①[ 明 ] キ ー も [ 品 ] キ ー も 押し ませ ん 。 赤 ラン プ が つい て いな いこ と を 確 
認 し て くだ きい 。 
た だ し , 英字 の 大 文字 を 表示 きせ る 場合 は | < 品 | キー を 押し ます 。 

⑳ 通 常 の ロー マ 字 を 入力 する 要領 で 操作 し て くだ きい 。 

③ 画 面 に は , 英字 が 表示 る れ ま す 。 


数 字 を 表示 し た いと き 
① か な モー ド 入 力 を し て いる 場合 は , | 品 ] キ ー も [ 品 | キー も 赤 ラ ンプ が 
消 を た 状態 に 戻し ます 。 
ロー マ 字 モー ド 入 力 を し て いる 場合 は , その まま の 状態 で 続け ます 。 
② キ ー ボ ー ド の 数 字 キー を 使っ て 入力 し ます 。 
③ 画 面 に は 数 字 が 表示 され ます 。 
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モー ド と か な ・CAP キ ー と の 関係 






































し 品 ] キ ー| し 誠 キー 
ャ 押す = 〇 (点灯 ) 昌 す = 〇 (点灯 ) キ ー ボ ー ド の | 画面 に 表示 
和 
押 き な い =X | 押 き な い ぃ =x | 使用 キー | され る 文字 
(消灯 ) (消灯 ) 
〇 メ ひら 5 が な キー| ひら が な 
7 〇 〇 ひら が な キー| カタ カナ 
な 
モ 
] ーー っ 
N eu > 基子 
ド ペ 」 〇 ロー マ 字 キ 大 文字 
四 ー っ テテ ェ ー| 英字 
X X ロー マ 字 キ 小文字 
〇 X II ひら が な 
ロ 
] 9 の 〇 ロー マ 字 キー| カタ カナ 
と 
『 - 
ー っ テー | 英字 
ド ※ 〇 ロー マ 字 キ 大 文字 
ー っ テ ェ ー| 英字 
X X ロー マ 字 キ 小文字 




















ンー ペ 





印刷 印刷 し た いと き 





〔 機 能 〕 登録 し な いで 印刷 する こと が で きま す 。 登 録 を する 前 に 確認 し た い 
と き , ある い は 登録 する 必要 は な い が 印 刷 だ けし た いと き な ど に 使 
う と 便利 で す 。 

〔 操 作 方 法 〕 

1. 印刷 し た い 文 書 を 画面 に 表示 し ます 。 

2. [ F3 | : 印刷 を 押し ます 。 





プリ ンタ ー: PRN- T24 漢 付 


印刷 部 数 : ' 
印刷 開始 貢 : 
AI 上 RI 導 で セッ し て FS3 











書式 設定 の 画面 が 表示 され ます の て で 確認 し て 設定 し て くだ さい 。 
4. モッ ト が 終了 し た 6, [ F3 ] を 押し ます 。 





文書 印刷 





印刷 三 IRETURN| 








上 の 画面 に な り ま す 。 


5. |RETURN] キー を 押し ます 。 
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中 止 =STOP 





画面 が 変わ り , 印刷 が 始ま り ま す 。 
中 止 す る と き は ISTOP] を 押し ます 。 
印刷 が 終了 する と , 文章 入力 ・ 編 集 の 画面 に 戻り ます 。 





終了 作業 を 終わ り た いと き 





[機能 〕 作業 を 終了 し ます 。 


〔 操 作 方 法 ] 
1. : 終了 を 押し ます 。 


Mi 


終了 メニ ュー に 行き ます 
よろ し けれ ば IRETURN) 








画面 下 に メッ セー ジ が 出 ま す 。 よ ろ し けれ ば [RETURN] キー を 押し て くだ 


きい 。 





文書 ディ スク を 
セッ ト し て RETURN 











ディ スク ドラ イブ の 使用 中 ラン プ が 消 を た の を 確か め て か ら 、 ボ タン を 
押し て プロ グラ ム デ ィ ス ク を ぬき と り 、 文 書 デ ず ィ スク を 入れ 、 
キー を 押し ます 。 

ディ スク ドラ イブ が 2 台 あ る 場合 は , この メッ セー ジ は 出 ま せん 。 
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文書 名 : TEST1 
1. こ の まま 登録 
2. 新 し い 文 書名 で 登録 
3. 登 録 し な い 








[ 向 罰 で 選ん で [RETURN 
あて は まる 項目 を , カーソル キー の [へ ] ま た は [マツ ] で 選ん で [RETURN] キー 


を 押し て くだ きい 。 
婦 その まま は 登録 する 場合 
うき 1 を 選ん で [RETURN| キー を 押し ます 。 続 いて , (も し あれ ば ) ツ パス ワー 
ド を 入力 し , [RETURN] キー を 押し ます 。 終了 後 は , メイ ン メ ニュ ー に 
戻り ます 。 
新 し い 文 書名 で 登録 する 場合 
う 2 を 選ん で [RETURN] キー を 押し ます 。“ 新 し い 文書 名 を 入れ て [RETURN| 
キー” とい う 5 表示 が 出 た ら , 新しい 文書 名 を 入力 し て くだ さい 。 た だ だ 
し , 英 数 字 で 8 文字 以内 (英字 が 先頭 ) に 限り ます 。 続 いて , (も し あ 
れ ば ) パ スワ ー ド を 入力 し , [RETURN| キー を 押し ます 。 終 了 後 は 、 メ 
イン メニ ュー に 戻り ます 。 
登 録 し な い 場合 
っ 3 を 選ん で |IRETURN] キー を 押し ます 。 登 録 は きれ ず に , メ イン メニ ュー 
に 戻り ます 。 








レイ アウ ト ペー ジ 全 体 の レイ アウ ト を 見 る と き 





〔 機 能 〕】 ペー ジ 全 体 の 文字 の 配列 状態 や , 簡単 な 表 な どの レイ アウ ト を 見 る 
こと が で きま す 。 ま た , 入力 中 に 見 る 場合 は , 今 ど の へ ん を 入力 し 
て いる か , 現在 位置 を 知る こと が で きま す 。 実際 に 文字 は 表示 され 
ませ ん が , 全体 の 流れ や 余白 の 量 が 一 目 で わか り ま す 。 
プリ ンタ ー で 打ち 出す 前 に , 一 度 見 る こと を お 勧め し ます 。 
し  ( 押 作 方 


1. | ペー ジ 3 行 








12345 67891I0 
abcdefghijkl 


あい うえ お カキ ク ケ コ ③ 














ョ 』 
画面 左上 の ペー ジ 表 示 を , レイ アウ ト を 見 た い ペ ー ジ に 合わ せ [ F5 | : 
レイ アウ ト を 押し ます 。 


2. I ペ ー ジ 3 行 











| 塗 945 人 @ 叶っ. 


abcdefgl 





あい うえ お カミ 














画面 右 に レイ アウ ト が 表示 る れ ま す 。 


る ら に , レイ アウ ト 内 に 矢印 が 出 ま す 。 こ れ は , 現時 点 で の カー ツル の 
位置 を 志 し て いま す 。 
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> 





I ペ ー ジ 3 行 





12345 67891H0 
abcdefghijkl 


あい うえ お カキ タケ コ 














元 の 画面 に 戻る に は , 何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 


・ た だ し , ここ で は 入力 中 (また は 入力 済み ) の ペー ジ の レイ アウ ト を 見 る 

こと は で きま す が , レイ アウ ト を 見 な が ら 入力 な どの 作業 は びき ませ ん 。 
・ 文 章 中 に けい 線 が 入っ て いる 場合 は , けい 線 も いっ し ょ に 表示 る れ ま す 。 
[ご 注意 ]1 頁 の 行 数 が 70 を 越え た 場合 は , この 機能 は 使用 で きま せん 。 





半角 文字 の 横幅 を 半分 に し た いと き 





[機能 〕 文字 の 横幅 を 半分 に し て 表示 し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 
届 





I2345 678910Q 


| abcdefgl 〇 


英字 や 数 字 な どの , 小さ くし た い 部 分 を , カー ツル キー を 動か し て 変換 
対象 に し ます 。 
4 : 半角 を 押し ます 。 
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12345 678910 〇 
abodefg 1 づつ ) 
文字 は すべ て 半分 の 幅 に な り , 文字 問 も つま り ま す 。 
4. 


1I2345 67891I0⑨ 


元 の 大 きき に 戻し た い 場合 は , も う ] 度 変換 対象 に し て , : 半角 を 
押し ます 。 


・ 半 角 に で きる の は , 普通 の 大 きる の 文字 の 64 文 字 分 で , 英 数 字 の み で す 。 
(固定 モー ド (79 ペ ー ジ 参照 ) の と き ) 

・ 下 線 (76 ペ ー ジ 参照 ) つき の 全角 (ふつ う の 大 きる ) 文 字 を 半角 に する と トト 
線 が 消 を ます 。 半角 に し て か ら 下 線 を 引い て くだ さい 。 (下線 つき の 半角 文 


7/3 
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字 を 全角 に する と きも 同じ 。) 
・ 半 角 文 字 は 印刷 時 に 縦 書 を 指定 し て も 横 書 で 印刷 きれ ます 。 








倍角 文字 の 横幅 を 2 倍 に し た いと き 





〔 機 能 〕 文字 の 横幅 を 2 倍 に し て 表示 し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 





gbcd 777 g 


山 と 川 | ハバ ハ ヒ フ ②③ 


文字 や 文章 な どの ,。 大 きく し た い 部 分 を 。 カー ツル キー を 動か し て 変換 
対象 に し ます 。 
[ FS ] : 倍角 を 押し ます 。 


「 出 


に 





元 の 大 きき に 戻し た い 場合 は , も う 1 度 変換 対象 に し て , : 倍角 を 
押し ます 。 


・ 普 通 の 幅 の 文字 64 字 分 まで を 一 度 に 倍角 (64 字 分 ) に で きま す が , 倍角 の 


文字 を 普通 の 幅 に 戻す と き は , 一 度 に 32 文 字 分 まで し か で きま せん 。 (固定 
モー ド (79 ペ ー ジ 参照 ) の と き ) 


・PRN-C41 を 使用 し て いる 場合 , 倍角 文字 は 改行 幅 に より 文字 が 重なっ て 印 


刷 き れる こと が あり ます 。 
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下線 下線 (アン ダー ライ ン ) を 引く と き 





[機能 〕 文字 や 文章 に アン ダー ライ ン を 引く 《 こ と が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 


1. 





中 学 | 年 の 英 単 語 


apple りん ご 
bear くま 
coffee コー ヒー 


文字 や 文章 ,。 ある い は ケイ 線 な ど を 引き た い 部 分 に . カー ツル キー を 動 
か し て 変換 対象 に し ます 。 
: 下線 を 押し ます 。 


中 学 | 年 の 英 単 語 


apple りん ご 
bear 《 ま 
coffee コー ヒー 

















アン ダー ライ ン は 引け まし た が , 変換 対象 は を の まま に な っ て いま すね 。 





中 学 | 年 の 英 単 語 


appe りん ご 
bear ぐ ま 
coffee コー ヒー 


指定 し た 位置 に アン ダー ライ ン が 引け て いる よ う で し た ら , [RETURN] キー 
を 押し , 確定 し ます 。 


ライ ン を 消し た い 場 合 は ? 
消し た い 部 分 を 変換 対象 に し て , : 下線 を 押し ます 。 
消 を えま したら, [RETURN| キー を 押し , 確定 し て くだ さい 。 


・ 一 度 に 下線 が 引け る の は 最大 64 文 字 分 まで で す 。 (固定 モー ド (79 ペ ー ジ 参 
照 ) の と き ) 
・PRN-C41 の 場合 , 下線 の 印字 は で きま せん 。 


7/ 
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カタ カナ カタ カナ に 変え た た いと き 





〔 機 能 〕】 ひ ら が な で 人 入力 し た 文字 カタ カナ に 変え ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1. 





文字 や 文章 な どの , カタ カナ に し た い 部 分 を カー ツル キー を 動か し て 変 
換 対 象 に し ます 。 


2. : カタ カナ を 押し ます 。 
8 





指定 し た 部 分 の ひら が な の み が カ タカ ナ に な り ま す 。 
続け て も う 一 度 [ F5 ] : カタ カナ を 押す と , ひら が な に 戻り ます 。 


ひら が な を 一 度 に カタ カナ に 直し た いと き は も ちろ ん , カタ カナ を 一 度 に 
ひら が な に し た い と き も , この 方 法 を 応用 する と 便利 で す 。 





スク ロー ル 画面 の 固定 モー ド と 横 ス クロ ー ル モー ド を 切り 


換え だ いと き 





[機能 〕 画面 の 横 ス クロ ー ル モー ド と 固定 モー ド を 切り 換え ます 。 


通常 の 画面 は , 固定 モー ド と いっ て , 文字 数 が 14 文 字 (MSX。 で は 30 
文字 ) を 越え た 部 分 は 順に 2 行 目 , 3 行 目 へ と 送ら れ て , 画面 に 表示 
され ます 。 それ に 対し て , 横 ス クロ ー ル モー ド と は , 文字 数 が 14 文 
字 (MSX。 で は 3830 文字) を 越え た 部 分 は , 画面 に は 表示 され ず , カー 
ソル キー を 動か し て いく こと に より 画面 が 右 に ずれ て いき , 15 文 字 


(MSX。 で は 30 文 字 ) 以降 の 部 分 が 現われ て くる も の で す 。 
操作 方 法 】 (MSX モ ー ド <]4 文 字 % の と き ) 
も 





ト | ・・・5・ ト トー・10・・・・ 
SONY MSX ワ ー プ ロ は 、 
カン タン に きれ いな 手紙 が か け ・ 
る あな た の 強い 味方 で す 。 〇 づ 


通常 は 固定 モー ド で す の で , 上 の よう な 画面 で 表示 され ます 。 
2. : スク ロー ル を 押し ます 。 





Ne ijswssHOss 
SONY MSX ワ ー プ ロ は 、 


画面 は 上 の 様 に 変化 し ます 。 





15・・・・20・・・・25・・ 
カン タン に きれ いな 手紙 が か け 


_ 画面 見 な が ら , カー ツル キー を 右 に 動か し て いっ て 《 だ さい 。 


* 補 


80 


14 文 字 (MSX。 で は 30 文 字 ) 以降 の 部 分 が , 次 々 と 表示 る れ ま す 。 


・ 横 スク ロー ルモード に し て いる と き 。, 変換 対象 が 画面 か ら 外 に 消え た 場合 
は , その 部 分 は 対象 と みな る れ ま せん 。 

その 場合 は , 一 度 固 定 モ ー ド に し て , 対象 を 画面 か ら 出 な いひ よ うに し て お 
て くだ きい 。 


・1 行 文字 数 が 14 文 字 (MSX。 で は 30 文 字 ) 以内 の 場合 は , 横 ス クロ ー ル モー 


ド と し て 扱い ます 。 
を そのため, 漢字 変換 や 倍角 , 半角 な どの 変換 対象 と な る 文字 数 は 固定 モー 
ド の 場合 より も 少な く な り ま す 。 


・ こ の 機能 は , けい 線 を 引い て 表 な ど を 作成 する と き に 使う と 便利 で す 。 





改 ペ ー ジ ペー ジ を 変え た いと き 





〔 機 能 】 カー ソル が ある 位置 より あと の 文章 を 次 の ペー ジ に 移動 し ます 。 








〔 操 作 方 法 〕 
I 単に 画面 表示 され る ペー ジ を 変え た た いと き 
1. ページ 22 行 ロー マ 
づ 
*MoMoko の ダイ アリ ー ネ * 
づ ③ 
③ 


文字 や 文章 な ど を 入力 し ます 。 画 面 左上 に ペー ジ 数 と 行 数 が 表示 され ま 
す 。 

2. : 改 ペ ー ジ を 押し ます 。 

3. 行 ロー マ 


S. 60. 4 .20. 回 








改 ペ ー ジ が 行わ れ , ペー ジ は 次 ペー ジ に 変わ り ま す 。 
を 押し 続け れ ば , 何 ペ ー ジ で も 改 ペ ー ジ で きま す 。 
II 文 の 途中 か ら ペ ー ジ を 変え た いと き 





1 | 」 ペ ー ジ 7 行 品 一 芝 





*MoMoko の ダイ アリ ー※* 

[ S. 60. 4 .20./ は れ ③ 
今日 は 、 久 し ぶり に いい 天気 ノ 
ウ ギ ウキ 気分 で し た 。③ 


入力 し て し まっ な た 文字 や 文章 の 途中 か ら ペ ー ジ を 変え た い 場 合 は , ま ず , 
変え た い 行 の 先頭 に カー ツル を 合わ せま す 。 


: 改 ペ ー ジ を 押し ます 。 


81 


82 





| 2 ペー ジ 」 行 ロー マ | 


[ S. 60. 4 .20./ は れ ③ 
今日 は 、 久 し ぶり に いい 天気 / 
ウキ ウキ 気分 で し た 。②⑨ 





旧 定 し た 部 分 以降 が , 次 の ペー ジヘ へ そっ くり 移り ます 。 





中 寄 文字 を 中 央 に 移し た いと き (セン タリ ング ) 





[機能 〕 文字 や 文 を , 行 の 中 央 に 移す こと (ニモ ンタ リン グ ) が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 
人 





謝 状 ⑨ 
③ 
③ 


中 央 に 移し た い 文 字 や 文章 が ある 行 に カー ソ ツル を 合わ せま す 。 


2. [ F4 ] : 中 寄 を 押し ます 。 








この 時 点 で , 確認 も か ね て , レイ アウ ト を 見 る と よい で し ょ う / 


・ 中 央 に 移す の は , 行 単位 で す 。 行 の 途中 か ら を 中 央 に 移す こと は で きま せん 。 
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右 寄 文字 を 右 に 寄せ た いと き 





[機能 〕 文字 や 文 を , 行 の 右端 に 移す こと が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1 








和 年 月 日 ⑦ 


O [ 還 


右 に 寄せ た い 文 字 や 文章 の ある 行 に カー ソ ツル を 合わ せま す 。 


2. [ Fs | : 右 寄 を 押し ます 。 


3. 





昭和 














中 寄 と 同様 に , 確認 6 か ね て , レイ アウ ト を 見 る と よい で し ょ う / 


・ 中 寄 の 時 と 同様 , 右寄せ で きる の は 行 単位 で す 。 行 の 途中 か ら 右 寄せ する 
こと は で きま せん 。 
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左 寄 文字 を 左 に 寄せ た いと き 





[機能 〕 文字 や 文 を , 行 の 左端 に 移す こと が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1. 





③ 


左 に 寄せ た い 文 字 や 文章 の ある 行 に カー ツル を 合わ せま す 。 


2. [ F2 | : 左 寄 を 押し ます 。 





3. 
口 年 月 BS 
③ 
指定 し た 行 の 文字 や 文章 は , 左 に 移り まし た 。 
4 
上 曲 年 月 日 ③ 
③ 





中 寄 と 同様 に , 確認 6 も かねて, レイ アウ ト を 見 る と よい で し ょ う / 


・ 左 寄 の 時 と 同様 , 左寄せ で きる の は , 行 単位 です 。 行 の 途中 か ら 左 寄せ す 
る こと は で きま せん 。 


86 





検索 文書 中 の ある 語句 を 見 つけ た いと き 





[機能 〕 文書 中 の ある 語句 を 探し 出し て 表示 し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 


1. 


2. 











A BC 株 式 会 社 | 殿 ③ 





毎度 お 引き 立て いた だ き 


検索 し た い 語句 を カー ツル キー を 動か し て 変換 対象 に し ます 。 
: 検索 を 押し ます 。 





3. 





て は 、| A B C 株 式 会 社 | 様 へ 納 
入 さ せ て いた だ く こ と に な っ て 
いま す 。 








指定 し た 語句 を 含ん だ 部 分 が 画面 に 表示 され , 変換 対象 と なり ます 。 


・ き ら に 検索 を 続け た いと き は , も う 一 度 | F5 | キー を 押し て くだ さい 。 
・ 検 索 で きる 文字 数 は , (③ マ ー ク を 含ま な い ) 全角 文字 で 64 文 字 以内 で す 。 
・ 指 定 し た 語句 が 見 つか ら な いと き は “みつ か り ま せん " と いう メッ セー ジ 


が 表示 る れ ま す 。 


・ 各 ペー ジ の 先頭 に マー ク (105 ペ ー ジ 参照 ) を つけ て お き , マー ク を 検索 す 


る と , カー ツル キー で 行 送り し な く て も 次 々 に ペー ジ を 見 て いく こと が で 
き て 便利 で す 。 


・ 同 じ 文 字 で も , 下線 の ある も の と な いも の と は 別 の 文字 と し て 扱わ れ ま す 。 








移動 文字 や 文章 を 移動 きせ た いと き 





〔 機 能 〕 文字 や 文章 な ど を , 他 の 箇所 に 移し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1 [FE ] : 移動 を 押し ます 。 




















12 3 [apea| 4 5 ら 
e f g 〇 づ 
③ 
③ 
③ 
II ww mp = 
移動 : ど こ を 
 』 
"移動: どこ を "と いう 表示 が 出 ま す の で , 文字 や 文章 な どの , 移動 し 
た い 部 分 を カー ツル キー を 動か し て 変換 対象 に し , [RETURN] キー を 押し 
ます 。 
9 ゴ 
123abcd459 
le] f g⑨ 
③ 
③ 
③ 
③ 
上 
移動 : ど こ へ 











“移動 ・ ど こ へ "と いう 表示 が 出 ます の で , 移動 し た いと 思う 箇所 に カー 


ツル を 合わ せ [RETURN] キー を 押し ます 。 


e1s) 





12 きす # 品 亡 


移動 が 行わ れ , 元 の 文章 の 移動 後 の 部 分 は つま り ま す 。 
指定 し た 箇所 に 間違い な く 移動 きれ て いる よう で し た ら , [RETURN] キー 
を 押し て , 変換 対象 を 確定 し ます 。 


・ こ こ で は , 画面 の 範囲 内 で 移動 きせ まし た が , 実際 は , 何 ペ ー ジ の 何 行 目 


で も , 移し た い 位 置 へ カー ツル を 持っ て 行け ば , どこ へ で も 移動 可能 で す 。 
長い 文章 を , 別 の 箇所 に そっ くり 移し た いと き な ど , と て も 便利 で す 。 


・3. の 操作 で RETURN] キー を 押す 前 に , この 機能 を 中 止 し た いと き は TOP] 


キー を 押し ます 。 


・1 と 2 の 操作 を 逆 に し て , 先 に 変換 対象 を 指定 し て か ら , [ F2 ] を 押し て 移 


動き せる こと も で きま す 。 





複写 文字 や 文章 を 複写 し た いと き 





(機能 〕 文字 や 文章 な ど を , 別 の 箇所 へ 複写 する こと が で きま す 。 
(操作 方 法 〕 
1. : 複写 を 押し ます 。 


束 た | 











“複写: どこ を "と いう 表示 が 出 ま す の で , 文字 や 文章 な どの 複写 し た 
い 部 分 を カー ツル キー を 動か し て 変換 対象 に し , キー を 押し ま 
す 。 





春 が 来 た 





OO の 0 日 








複写 : どこ へ 








複写: どこ へ "と いう 表示 が 出 ま す の で , 複写 し た い 箇 所 の 先頭 に カー 
ツル を 合わ せ [RETURN| キー を 押し ます 。 
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春 が 来 た ③ 

③ 
複写 は 行わ れ ま し た が , 変換 対象 は を の まま に な っ て いま すね 。 
指定 し た 箇所 に 間違い な 〈 複 写 き て て いる よう で し た ら 6, キー 
を 押し て , 変換 対象 を 確定 し ます 。 


・ 複 写 の 場合 は , 移動 と 違い 複写 され る 元 の 文章 も ぉ その まま 残り ます 。 
・ 移 動 と 同様 に 1 と 2 の 操作 を 逆 に し て , 変換 対象 を 指定 し て か ら 複 写す る こ 


と も で きま す 。 





ンー= 





行 削 文 を 削除 し た いと き ・ 行 間 を つめ た いと き 





[機能 〕 特 定 の 文章 を 行 単位 で 消す こと が で きま す 。… 行 あけ (92 ペ ー ジ 参照 ) 
〔 操 作 方 法 〕 





春 が 来 た ③ 
春 が 来 た 〇 
春 | が 来 た ③ 
どこ に 来 た ③ 
削除 し た い 文 章 の 行 に カー ツル を 合わ せま す 。 
( 文 の 先頭 で む な く て も よい ) 


2. : 行 前 を 押し ます 。 








春 が 来 た 〇 
春 が 来 た ③ 
| ど と | に に 来 た ⑨ 


指定 し た 文章 は 削除 され, 行間 は 空白 に な ら ず に つま り ま す 。 カー ツル 
は 次 の 行 の 先頭 に 移り ます 。 
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行 あ け 行間 を あけ た いと き ・ 空 白 行 を つくり た いと き 





〔 機 能 〕 行 と 行 の 間 な ど を , 行 単位 で あけ る こと が で きま す 。 … 行 削 (91 ペ ー 
ジ 参 照 ) 

〔 操 作 方 法 〕 

1. 





春 が 来 た ⑦ 

春 が 来 た ① 

どこ に 来 た ③ 

山 | に 来 た ③ 

行 を あけ だ いと 思う 部 分 の 1 行 下 の 文 の 先頭 に し, カー ツル を 合わ せま す 。 


2. : 行 あ け を 押し ます 。 








指定 し た 箇所 が 1 行 あ き , その 後 の 文 は 1 行 ず つ ず れ て いき ます 。・ 


春 が 来 た ⑦ 
春 が 来 た ③ 


どこ に 上 来 た 

山 に | 来 | た ③ 
操作 1 で , カー ツル を 合わ せる と き に , 文 の 先頭 で な 〈, 途中 に 合わ せ て 
“ 行 あ け " も すると, カー ツル より 後 の 部 分 は あき ます が , 前 の 部 分 は そ 
の まま 残り ます の で 注意 し て くだ さい 。 




















春 が 来 た 
春 が 来 た ③ 
どこ に 来 た ⑨ 
山 に ③ 

来 た ③ 
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結合 文書 を 流用 し て 使い た いと き 





2. : 結合 を 押し ます 。 


〔 機 能 〕 他 の 文書 の 一 部 , また は 全部 を 流用 する こと が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 





結合 させ た い 部 分 に , カー ツル キー を 合わ せま す 。 












文書 を 結合 する 
よろ し けれ ば [RETURN 


上 の 画面 が 表示 る れ ま す 。 


よけれ ば [RETURN| キー を 押し ます 。 


4.。 ディ スク ドラ イブ の 使用 中 ラン プ が 消 を た の を 確認 し て 、 プ ログ ラム ディ 


スク を の き と り 、 文 書 ず イス ク を セッ ト し 、[RETURN] キー を 押し ます 。 
(2 ドラ イブ の 機器 の 場合 は 必要 あり ませ ん 。) 
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結合 する 文書 は 


[「 ] MSX 
TEST1 
SONY 
LETTER 
SHOTAI 
MEMO 


加 で 選ん で ETURN | 


43 











結合 し た 文書 名 を 、[A] マ ] の カー ソル キー を 動か し て 選び [RETURN] キー 
を 押し ます 。 


パス ワー ド が あれ ば 、 入 力 し ます 。 

6. ディ スク ドラ イブ の 使用 中 ラン プ が 消 を た の を 確認 し て 、 文 書 ず ディス ク 
を ぬき と り 、 プ ログ ラム ディ スク を セッ ト し 、[RETURN] キー を 押し ます 。 
(2 ドラ イブ の 機器 の 場合 は 必要 あり ませ ん 。) 

7. 結合 し た 画面 が 表示 され ます 。 
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書式 書式 を 変更 し た いと き 





(機能 〕] プ リン ター, 用 紙 。 文字 数 行 数 な ど を 変更 で きま す 。 
(操作 方 法 〕 
1 : 書式 を 押し ます 。 


のど 。 





書式 設定 
プリ ンタ ー : PRN-T24 漢 付 
紙 ・A4 
| 行文 字数 : 35 
| 頁 行 数 :40 
文字 間隔 : や や 狭 
縦 書 プ 横 書 : 横 書 


印刷 部 数 : | 
印刷 開始 頁 : | 
II 層 で セッ ト し て F3 


画面 に は , 現在 の 書式 設定 が 表示 され ます 。 

3. カー ツル キー を 動か し て , 変更 し た い 部 分 を 変更 し て くだ きい 。 
※ 詳 し い 操 作 方 法 は IV 章 (49-56 ペ ー ジ 参照 ) を 見 て て だ きい 。 

4. 変更 が すべ て 終了 し まし た ら , [ F3 を 押し ます 。 








中 止 し た いと き は , BTOP] キ ー を 押し ます 。 
設定 し た 書式 の デー タ は 文書 を 登録 する 時 に , 文書 ほし いっ し ょ ら に 登録 き 
れ ま す 。 
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3. 





語 削 語録 で 登録 し た も の を 削除 し だ いと き 





〔 機 能 〕「 語 録 」 (98 ペ ー ジ 参照 ) で 登録 し た 語句 を 削除 し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1. 








削除 し た い 語 句 が 登録 きれ て いる 「 読 み 文字 ] を 入力 し て 、 キー 
を 押し ます 。 


東京 〇 














を の 「 読 み 文 字 も を ス ペー スキ ー を 押し て 変換 きせ 、 削 除 し た い 語 句 を 
表示 る せま す 。 


: 語 削 を 押し ます 。 


ー 
* 








削除 : 東京 
よろ し けれ ば RETURNI 








画面 に は 、 上 の よう な 表示 が 出 ま す の で 、 削 除 し た い 語 句 が どう か 確か 
め て 、 よ けれ ば |RETURN| キー を 押し て くだ きい 。 


語句 は 削除 る れ 、 画 面 は 元 に 戻り ます 。 


の 機能 を 中 止 し た いと き は [STOP| キ ー を 押し ます 。 


ワ ア 





録 語句 を 登録 し た いと き 





[機能 〕 文 書 を 作成 する と き に 、 ひ ん ば ん に 使う 熟語 、 短 文 や 記号 な ど を 登録 

し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1. 





東京 ]③ 





登録 し た い 文字 、 語 句 を 入力 し 、 変 換 対 象 と し ます 。 
2. : 語録 を 押し ます 。 


3. 

















上 の 画面 の よ う に 、「 読 み ] を 聞か れ ま す の で 、 入 力 し て くだ さい 。 
つま り 、 今 入力 し た 「 読 み ] を 変換 し た と き に 、 操 作 1 で 登録 し た 語句 が 
表示 され る わけ で す 。 

4. [RETURN] キー を 押し ます 。 こ れ で 、 登 録 き され まし た 。 


98 


登録 る され ま し た が 、 こ こ で 確認 し て みる と よい で し ょ 2 う 。 





[と う ]③ 











「 と う 」 と 入力 し 、 ス ペー スキ ー を 押し て 変換 し ます 。 
今 登録 し た も の が 1 と な り ま し た ね 。 


短文 と し て は 最大 64 文 字 ま で 登録 する こと が で き 、 ま た 与え られ る 読み 
は 13 文 字 ま で で す 。 


改行 マー ク (③) を 含む 文章 は 登録 どき ませ ん 。 
この 機能 を 中 止 し た いと き は 、ISTOP| キ ー を 押し ます 。 
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呈 作 外字 (記号 な ど ) を 作成 し た いと き 





[機能 〕 外字 (記号 な ど ) を , 自由 に 作り , 登録 する こと が で きま す 。 











〔 操 作 方 法 〕 
1 : 字 作 を 押し ます 。 
名 
外字 作成 
唱 
16 進 : 9 2 0 
[AI で 選ん で [RETURN 


上 の 画面 が 出 ます 。 
外字 の 番号 は , 2920-2F7F ま で で , 672 個 登録 する こと が で きま す 。 
3. 外字 一 覧 の 画面 に むい て , 必要 の な い 外 字 * ま た は 空白 の と ころ に カー ツ ソ 
ル を 合わ せ て [RETURN| キー を 押し ます 。 
(* 新 規 の 外字 と 入れ 換わり ます の で 削除 し て し まっ て も よい 外字 の こと で す 。) 

















上 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
4. 外字 作成 は , 次 の 2 通り の 作成 の し か た が あり ます 。 
[ 文字 や 外字 の 一 部 を 変更 し て 作成 
II 新しい 外字 を 作成 
ここ で は , 例 を あげ て 説明 し まし ょ 25。 


100 


1 文字 や 外字 の 一 部 を 変更 し て 作成 する 場合 


① [ESC = 呼出 を 押し , 数 字 キ ー で 217E 〔 へ の 16 進 ユー ド 〕 を 入力 し て 


② 


【 例 ] 「<④| を 作り ます 。 


[RETURN| キー を 押し ます 。 





上 


呼出 =ESC オー ル  _ 
セッ トノー リセ ッ ト ~ DEL 
リセ ッ ト FC 登録 =F2 








上 の 画面 が 表示 る され ます 。 

右 の 大 きい ます 目 (16x16) を 使っ て 作成 し ます 。 

左 の 小さ いま す 目 は , 実物 大 で 全体 を 見 る の に 使い ます 。 

右 の ます 目 の 中 で , 黒く 点 減 し て いる の が カー ソル で す 。 

カー ツル は [AI マ [3| ル の カー ッ ル キー を 使用 し て 動か し ます 。 
ぬり つぶ し た いと き は , スペ ー ス キー を 押し ます 。 

消し た いと き は , も う 1 度 スペ ー ス キー を 押し ます 。 





2920 し に に 電 に レー 県 に 


呼出 ESC オー ル 
セッ トー リセ ャ セット ~DEL 
リセ ッ ト CFO 登録 =F2 


上 の 了 図 の 点線 の 部 分 を , ③ の 要領 で 追加 し て みて くだ さい 。 
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⑧ で きま し た ら , 左 の ます 目 で , 全体 図 を 確認 し ます 。 
⑥ OK で し た ら , [| F2 ] = 登録 を 押し ます 。 
の ⑦ 入力 の 画面 に 戻り ます 。 


II 新しく 外字 を 作成 する 場合 
〔 例 〕 新規 に 「<①⑰| を 作り ます 。 
① 必要 の な い 外 字 を 選ん だ 場合 は ーー オー ルリ セッ ト を 押し ます 。 
② 外字 の 一 部 変更 の 場合 と 同様 に 操作 し ます 。 
カー ソル は [AI ツル ] の カー ソル キー を 動か し て 使用 し ます 。 
ぬり つぶ し た いと き は スペ ー ス キー を 押し , 消し た いと き は , 再 度 ス ペー 
スキ ー を 押し ます 。 














LL」 LLILIIII 目 国 
HH 
0 Beam 
國 Es 
呼出 =ESC し 
セッ トブ グ _ リセット ーー 
リセ ッ ト ~"「" 登録 =F2 四 





③ 作成 が 終了 し まし た ら , 左 の ます 目 で 全体 図 を 確認 し ます 。 
④ OK で し た ら 6, [ F2 ] = 登録 を 押し ます 。 
⑤ 新しい 外字 は 登録 きれ まし た 。 

画面 は 入力 時 の も の に 戻り ます 。 


中 止 し た いと き は , BTOP| キ ー を 押し ます 。 
PRN-C41 の 場合 は , 外字 の 印刷 は で きま せん 。 





字 選 文字 や 外字 を 選び た いと き 





〔 機 能 〕 文字 や 外字 (記号 な ど ) を 選び , 表示 し ます 。 
〔 操 作 方 法 〕 
1. 





ひひ 0 日 








画面 上 の 表示 る させ だ た い 部 分 に カー ツル を 合わ せま す 。 


2. : 字 選 を 押し ます 。 


文字 選択 


Il6 進 :[2|9 2 0 
AI 半 で 選ん で [RETURNI 











上 の 画面 が 出 ます 。 

文字 や 外字 の 番号 は , 2120 一 4F7F の 範囲 で 選択 する こと が で きま す 。(2920 
ー2F7F が 外字 の 領域 で す 。) 

カー ツル キー の [AI ママ] で, カー ッ ル を 上 下 に 動か し て 行く と , 別 の 画面 
に 変わ り ま す 。 
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4. 
5. 


表示 きせ た い 文 字 や 外字 に カー ソル を 合わ せ て キー を 押し ます 。 





ェ 
③ 
③ 
③ 


選択 し た 文字 や 外字 が 画面 に 表示 され ます 。 


直接 数 値 (16 進 コード ) を 入力 し て も , その コー ド に 対応 する 文字 を 含 
む 画 面 を 呼び 出す こと が で きま す 。 

ギリ シャ 文字 の 1 部 は , 読み で も 変換 で きま す 。( 例 ・ あ る ふぁ つみ, ん) 
+[AIZI1 画 面 分 ずつ か わり ます 。 

中 止 し た いと き は , STOP| キ ー を 押し ます 。 





マー 銀 文書 中 に マー ク を つけ た いと き (5 印刷 する と 空白 に な る ) 





〔 機 能 〕 文書 中 に マー ク を つけ る こと が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 
和 





オリ エン テー リン グ の お 知ら せ 


| 日 時 一 一 5 月 5 日 [] 時 
2 場所 一 一 














文書 中 の 印 を つけ たい 部 分 に 、 カ ー ツ ルキ ー を 合わ せま す 。 
2, ・ マ ー ク を 押し ます 。 
3. 
オリ エン テー リン グ の お 知ら せ 


2 場所 一 一 














指定 し た 箇所 に が 表示 され ます 。 
印刷 し た 場合 、 選 の 箇所 は 空白 (ブラ ンク ) に な り ま す 。 
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16 進 文字 や 記号 を 16 進 ユー ド で 入力 し た いと き 





〔 機 能 〕 文字 や 記号 な ど を , 16 進 コー ド で 入力 する こと が で きま す 。 
〔 操 作 方 法 〕 


1. 





OO0QO 


16 進 で 入力 し た い 位置 に カー ツル を 合わ せま す 。 


: 16 進 を 押し ます 。 





画面 の 下 に , 上 の 表示 が 出 ま す 。 付録 の コー ド 一 覧 表 を 見 て , 表示 きせ 
た だ たい 文字 や 記号 の コー ド を 入力 し て 《 だ さい 。 








| Ile 進 : 2229 





例え ば 「〒] の 記号 を 表示 きせ た いと き は , 「2229」 を 入力 し て 
キー を 押し ます 。 





指定 し た 位置 に 「〒] の 記号 が 表示 る れ ま す 。 


目的 別 索 引 





(機能 ) (ペー ジ ) 
・ ひ ら が な を 入力 し た い か な / ロ ー マ 64 
・ カ タカ ナ を 入力 し た い か な / ロ ー マ 64 
・ ロ ー マ 字 (英字 ) を 入力 し た い か な / ロ ー マ 64 
・ カ タカ ナ に 変換 し た い カタ カナ 78 
・ 自 分 の 好き な マー ク ( 記 号 ) を 作り た い 字 作 100 
・ 外 字 , 記号 や 漢字 を 選び た い 字 選 103 
・ 文 字 や 記号 を 16 進 コー ド で 表示 きせ た い 16 進 106 
・ 数 字 を 表示 し た い か な / ロ ー マ 64 
・ 語 句 (熟語 、 短 文 な ど ) を 登録 し た い 語録 98 
・ 登 録 し た 語句 な ど を 削除 し た い 語 削 96 
・ タ イト ル を 作り だ た い 倍角 75 
・ 文 字 を 行 の 中 央 に 移し た い 中 寄 83 
・ 文 字 の 横幅 を 半分 に し た い 半角 73 
・ 文 字 の 横幅 を 倍 に し た い 倍角 75 
* アン ダー テイ ン を 引き だ い / 消 したい 下線 76 
・ 文 字 を ペー ジ の 右端 に を ろ え だい 右 寄 84 
・ 文 字 を ペー ジ の 左端 に を ろ え た い 左 寄 85 
・ 文字 や 文 を 別 の 箇所 に 移動 させ た い 移動 87 
・ 文 字 や 文 を 別 の 箇所 に 複写 し た い 複 号 89 
・ 文 字 や 文 を 削除 し た い 行 削 91 
・ 行 間 を つめ た い 行 削 91 
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(機能 ) (し うー の) 


・ 行 間 を あけ た い 行 あけ 92 
・ 空 白 行 を つく り だ い 行 あけ 92 
・ 別 の 文書 を 流用 し た い 結合 93 
・ セ デリ ン が まし た いら 中 寄 83 
・ 文 書 中 に マー ク を つけ て お きた だ たい マグ 105 
その 他 

・ 設 定 し て ある 書式 全部 を 変更 し た い / 確 認 し た い 書式 95 
・1 ペ ー ジ の 行 数 を 変更 し た い 書式 95 
・1 行 の 文字 数 を 変更 し た い 書式 95 
・ ペ ー ジ を 変え だ い 改 ペ ー ジ 81 

・ 文 書 中 の 指定 の 語句 を 探し た い 検索 86 
・ ペ ー ジ 全体 の レイ アウ ト を 見 た い レイ アウ ト 71 

・ と の へ ん を 入力 し て いる の か 現在 位置 を 知り た い レイ アウ ト 71 

・ 画 面 を スク ロー ル 状 態 に し た い スク ロー ル 79 
・ 印 刷 し た い 印刷 67 
・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 を 変え だい その 他 62 
・ 作 業 を 終了 し だ た い 終了 69 
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ここ に は , 次 の 2 つの 表 と ユー ティ リティ の 使い か た が の っ て いま す 。 


1. ロー マ 字 一 覧 表 

ロー マ っ 字 入 力 モ ー ド の と き に , か な に 変換 で きる 文字 の 組合 せ の 一 覧 表 で す 。 
あま り 使 わな い 「 ツ ェ | な どの つま る 音 を 表示 る させ た い 場 合 な ど に ご 利用 く 
だ さい 。 


2. MSX 標 準 文字 コー ド 表 

この 「 ワ ー プ ブロ 」 が 内 蔵 し て いる 文字 (漢字 , 英 数 字 , カタ カナ , ひら が が な, 

ギリ シア 文字 , ロシア 文字 , その 他 記 号 ) の 一 覧 表 で す 。 漢 字 の 場合 , 音読 

み の 五 十 音 順に 並ん で いま す の で , 変換 きせ ず に 表示 し た いと き ご 利 用 くだ 
きい 。 

表 の みか た 

縦 の 欄 は ュー ド の 最初 の 3 桁 を 示し , 横 の 欄 は 最後 の 1 桁 を 示し て いま す 。 
例え ば , 「 館 」 を 表示 きせ た いと き は 16 進 コー ド 入力 に し て , 16 進 : の あと 

に 303B と 入力 し ます 。 


3. ユー ティ リティ ( 文 II 文書 テー プ 変 換 ) の 使い か た 

「 日 本 語 フ ー プ ロ ・ ワ ー ド ラン ド 文 II」 で 作成 し た 文書 テー プ の デー タ を 「 漢 
熟 ト マト ] の 文書 ディ スク に 移し 変え ん る こと が で きま す 。「 ワ ー ド ラン ド 文 II」 
を すでに お ぉ 持ち の 方 は 。 この ユー ティ リティ を ご 利用 くだ さい 。 


1. ロー マ 字 一 覧 表 


ロー マ 字 入力 モー ド で の 変換 の 規則 を 示し ます 。 B か 65Z の キー を 入力 し て , 
2 文字 目 以降 (A か ら 6N) の 文字 を 入力 する と, 下図 の よ うに 変換 きれ ます 。 





YilYuly 還 Yo HAI HU HEIHOISU| N 




































































品 
| て | つ 


















































<|N|<| ョ lolglglz|g| ロ llclmlo|mlglolg 


ウ ぁ |K| ウ 5 の 





























@1 文 字 び は 「 か な ] が 確定 し な い 文 字 を 重ね る と 「 っ 」| に 変換 きれ ます 。 
( 例 )KKE 入 力 す る と , カー ツル 位置 に 「 っ |」 が 表示 され ます 。 
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2. MSX 標 準 文字 コー ド 表 


@ コー ド は すべ て 16 進 形式 で 表現 きれ て いま す 。 こ の 表 の 使い か た に つい て 
は , 110 ペ ー ジ を ご らん くだ きい 。 


























































































































記号 
昌 | 』 

| 公有 生 lool JI 年 | 還 
| 217X |$le 記 gl*lel き IIOIWle ら 
222X 日 画 人 IA ツマ ※〒 ビ 1 呈 耳 
223X | 個 IIIImIWIVIMIW 環 IXIglwlow 天 大 
| 224X |g 刀 | 琴 | 幼 思 人 KK 相 ま | 鉛 語 時 5 
225 | 剖 馬 本 人 呈 人 ほ [ol の の 
226X |@@|@⑥ 【|】 7 
227X | Q) ① 
232X | |< | ゅ 

甘 ・ 数 字 | 233X |o|1|2|3|4|5|e|7|8|9 「 | 
| 234X AlBICIDIEIFIGIHIT| JIKILIMNIO 
235X PIQIRISITUIVIWIXIYI2 
236X EEEEEE 加 IEEE 
237X plqlrlsltlulylwixlylz 
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EEIEIEIEI 固 EDP 思 @|GIQS|3| | 尋 | ロ | ゴ 代 | 旭 
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| = 時 | 胡 | 志 | 生 | | 頼 | 所 | | | 吉 回 | 守 | | 毅 | 菜 | 連 肉 | 家 | | 和 窟 | 祭 | 
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に 陸 | 鈴 | 戸 | 羅 | 居 | 度 | 四 年 | 社 | 黒 | 間 | 足 | 記 | 前 | 幼 | 束 | 媒 | 納 蟹 | 往 思 
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い | 較 | 時 | 玉 | 商 半量 |※| 要 | 押下 | 悪 | 福 | 除 | 表 立 | 昧 | 李 | 吉 | 短 | 野 | 宮 | 水難 | 李 | 
| =| 家 | 塞 || 欠 | 宮 EE: 非 EEEEHEE 六 EKESESEDE: 
| ぐ | 素 | 講 | 緒 | 三 | 抽 | 詞 | 旭 | 署 | 拒 逢 | 想 | 傘 | 控 | 知 | 所 | 胃 | 短 | 窪 | 愛 | 柚 | 直 | 朱 | 濾 | 近 | 肖 
| 球 | き | 斉 | 旬 | 写 由 | 早 | 堅 | 問 | 小 | 沙 | 尋 | 惑 | 尋 | 挿 | 理 | 慰 | 短 | 可 | 郡 | 回 | 表 | 中] 甘 
| | 幅 | 問 | 窟 | 電器 巡 | 遇 | 瓶 | 各 | 編 | 中 | 居 | 臣 | 遇 || 肥 | 示 | 加 | 懇 | 李 | 只 | 出 | 醤 | 揚 | 瑞 
| ら | 挟 | 昔 | | | 旦 | 団 | 胃 | | 捕 | 骨 | 奏 | 柄 | 是 | | 皮 | 上 | 抽 | 邊 | 思 | | 獣 | 投球 | 喘 
PR | RI II II II II IEIE TIEIEI 史 IE 1 史 1 只 1 区 1 吹 | 時 | 史 1 下 甘 
< 回 所 | | 品 回 当ら ISISISIBISI8I8IR き | に 回 加計 回 回 
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| テ | | 悪 | 撤 | 因 上 | 昌 | 夫 | 福 | 計 | 詳 | 狂 | | 藻 失 | 主 | 細 | 細 | | 低 | | 
品 | 最 | 四 | 八 | 遇 較 | 映 | 中 裳 | 剛 | 抑 | 球 | 三 | 器 | 世 弧 | 事 | 婁 | 好 || 弄 
| ら | 婁 | 慎 | 生 | 間 | 強 | 電 詞 | 膨 || 窓 |S| 回 | 如 CE 婦 EEEEMEI 
ご | 詞 | 還 | 此 | 昌 加 | 柄 | 加 思 | 李 | 裳 | 書 | 季 | 下 | 牌 | 球 | 束 | 査 | 豆 | 記 | を 
Eb に 3E 江 | 列 | 押 料 | 副 | 宮 | 束 | 珈 | 壮 | 明 寺田 | 束 | 黙 | 柚 | 押 | 加 
|< | 和 | 引 | 回 | 半 思 | 抽 | 可 | 所 | 胃 | 守 | 世 | 忠 | 弟 呑 | 正 | 型 | 宮 | 貝 | 宮 | 
o| 緒 | 久 | 槍 | 半 | 麻 | | | 盤 | 寺 | 舞 | 救 屋 中 | 福 | 筐 客 | 交 | 還 | 釧 | 緩 |m| 洋 
eo | 近 | 野 | 四 | 革 | 時 | | 器 次 | | 財 | 租 | 求 | 旬 | 補 | 或 | 了 | 串 | 遇 | 主 | 圭 
IEEESE 当 3 連 | 婦 吸 | 組 | 窟 | 鞍 | 計 | 慰 | 組 | 帳 | 求 | 足 | 憧 | 応 | 舞 
S| 事 | 褐 | 机 | 司 SE 玲 | 沖 | 信 | 舞 | 猫 | 妨 | 畿 自 | 言 | 筐 | 節 | 塞 | 朱 
|… | 人 | 比 | 肝 | 央 | 牙 | モ | 罰 肖 | 円 | 宮 || 下 | 穫 | 如 | 民政 | 査 | 環 | 団 | 理 
マ | 更 | 盟 || 失 | 贅 六 | 守 拓 | 四 | 箇 | 電 | 明 | 球 | 基 誤 | 尋 | 舞 | 機 | 天 | 特 
| 豆 | 提 | 次 | 田 | 畠 恒 | 環 | 剖 | 器 | 英 | 町 | 症 | 忠 柏 | 骨 | 束 | 概 | 襲 | 上 
SE3EEEE ヨ 2 山 | 飛 18 堂 | 呂 | 娠 | 給 | 組 | 拉 営 | 直 | 衝 | 擬 | 交 | 札 
ー| 著 | 福 | 距 | 搬 | 中 営 | 時 喘 | 組 | 札場 | 工 | 引 壇 | 編 | 叶 | 招 || 襲 
| | 皿 | | 四 | 耕 | 碧 別 | 蛋 杏 | 客 |R| 球 | 臣 | | 照 | 区 | 絆 四 
IS き | 記 | IS に | る | き 付 IS ES SS| で SIEISIS 
列記 所 所 | 所 所 | 区 | の (の ら つど OO ど | 王 | 兄 | デ で | ぐ 
I く や が 
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と |N|[ 箇 | 憧 | | 誌 [ 憶 | | | 購 | 秩 青 | | 美 時 中 | | | 鈴 | | 舞 幸 | | [| 庶 
| 刀 | 基 | 才 | 時 | 球 | 毅 | 思 | | | 野 | 編 | 恒 | 衣 | 宮 | 同 型 | ぼ | | 国 | 燃 | 栓 | 軸 | | | 記 
=| | 華 | 字 | 興福 || 紛 | | | 一 | だ モ | 乱 | 令 紅 | 座 | | [| 且 選 北 場 | 識 | | | 基 
ら | | 雇 肝 規 | 堅 | 昧 | 怪 | 細 拓 | 衣 | 冠 | 難 | 可 時 嘩 | | | 男 | 比 ] 環 | 吾 | | | 避 | 
| | 忘 | 舞 | 抽 | 和 | 電 | 隅 | 也 勿 | 員 | 紀 | 宮 | 天 | | | 媒 | 電 是 | 記 |] 坦 撃 | | | 過 
<| | 手 北 | 陸 | 組 | 玩 | 守 | 選 遇 | 下 || 座 | 区 引 | 上 押 | 油 | 算 | 英 | | | 直 
ら | | 思 | 括 | 有 | 角 同 | 玩 | EE 田 計 に 翌 | 九 堤 | 芋 | | | 壮 
lo| | 揚物 | 紙 | 惑 | 問 | 拉 | 四 暴 | 二 | 近 | 弟 | 綴 | | | 四 | 拓 | | | 加 | 朋 改 中 | | 了 
に | | 応接 民 | 詞 | 議 | 守 軸 | | | 郊 和 | 圭 | 穫 部 | | | 組 可 | 悪 | 腹 [HK| | 四 
っ | | 征吾 | 和洋] 究 可 | 各 遇 | | 無 | 飼 | 久 | 回 | | | 履 | 加 | 舞 | 畠 | | | 束 
回 軒 EEEEEEEE3E 普 | 押 | 競 | 誤 | 下 | 科 ESE GE 
マ | | 置 店 | 家 | 四 | 較 | 較 | | | 時 | 振 | 青 | 計 | 款 | 愛 午 | | 陸 | 各 | 基 悪 | 皿 | | | 
| | 斬 | 坦 | 栖 | 中 | 列 | 時 | 六 型 | 終 | 痕 | 所 | 輩 | 間 記 選 | 絆 | 還 燃 | 葵 | | | 
SQ| | 組 | 暫 | 哀 | 輸 | 回 | 者 | 洋 EEHEE3E5 也 千束 | 療 産 || | | 
ー| || 力 | 匂 | 呈 | 語 | 衝 | 呈 ESEEE3PE 思 | 加 選 | 詳 | 斑 || | | 
ら | [| 表 細 [ 錠 | | 率 還 | | | 型 || 組 | | 田 | EE 悪 | | 以 | 避 | | | 
で QTQ1" ぐ Q( ぐ QQQ0⑪⑬ の 1 の 1 の で 1T の | の 1 の | マ き | 守 | 守 守 | 守 | 守 1 ST II の O TInO TO の の 
守 H マ |]| マ 村 I マ | マ 守 | 守 | 守 軸 0 生音 MM 守 | 守 | 守 に "に し に 0 0 
和 ハ 中 の 








出 じ 







































































































































































=|W| 拉 | | 悪 | 市 | 医 | 引 | | 畠 寺 | 罰 虫 | 畠 | 下 | | 
| 呈 | 所 | 環 | 宮 | 騙 | 句 | 副 | | 宇 べく 絶 還 固 | 豆 | 勤 | 悦 | 紅 
ら | 悪 | 療 | 堀 | 闘 | 閉 | 昌 | | 散 号 細 | 8 職 | 下 | 再 | 論 | 慈 
ら | 品 | 棚 | 舞 | 悦 | 守 | 還 | 緒 | | 避 直 ES 研 競 | 坦 | 思 | 引 | 
| 穴 | 捉 | 蝶 | 連 | 掴 | 机 || | 寺 | 所 時 土 | 屋 | 接 | 繁 | 吾 
=| 填 | 憧 | 二 | 謀 | 所 | 察 | 聖 | | 舞 宮 | 挫 紀 舞 ] 癌 | 家 | 尼 | 思 
牌 | 地 | 史 | 硬 | 妃 | 守 | | 二 Ra 加 如 党 | 量 | 弦 | 主 
記 ] 凌 || 油 | 半 | 部 | | 押 暗 | 時 拉 に 人 EE JE 
正 | 畠 | 絢 | 手 | 拐 | 往 | | 薄 | 喉 | N | 加 | 各 || 型 所 
名 | 釘 | 四 戻 覆 思 | | 座 | | | 玖 | 型 | | | 臓 | 胃 | 還 | 撮 | 即 
粒 | 事 | 襲 | 禁 | 引 乃 | | 層 毅 | 因 | | ] 志 正 || 下 | 選 | 紙 
杏 | 選 | 放 | 志 | 箇 | 獲 | | 四 思 | 中 刀 | EEEIEE 
姓 | 癌 | 抵 | 狂 | 圧 | 財 | | せ | | 中 舞 ー ES | 球 | 了 | 疑 | 壮 
| 環 吟 | 栓 | 閉包 | 拓 | | 素 | 癌 層 E | | || 昧 | 山 | 深 
NIR| 夏 | 手 | 臣 | 和 | 和 | | 斉 | 糸 穫 | 窟 引 | 始 | 宮 | 還 
坊 | 庄 | | 渦 | 先 | 擬 | | 哲 | 把 3 索 IE 
いら je に 1IQ⑪⑬⑪ の ぐ | 宗 | の OO T【T 【+ 1 で で ぐ N ヾ | の で の | ご 寺 | の | 」 FT1 ぐ @Q⑪ 
InltnINOINO IO IO No 肖 区 Yo) \ ら 1 に Ia | に に | 【 ト に IFEIFEIF に IO の 
守 | 守 Im| 守 | 守 | 守 人 il | < 守 | | 守 守 | 守 | ご 守 | 守 
ト | lu bh く 
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| 区 | 畠 EE 開 菩 ER 
| 斗 | 剛 忌 | 叶 | 祖 | 導 | 革 | 柚 EE 
| 叶 | 絢 Ka | 曜 | 環 | 昌 | 培 | 水 中 | 宇 | 宮 | き 
| | 赴 | 只 時 | 藻 | 愛 | 入 | 区 」 般 証明 | 加 | 
| 時 | 名 前 | 宇 | 蝶 | 貴 | 茸 | 和 忌 | 乱 | 哉 | 舞 
=| 避 | 秋 | 括 量 | 書 | 此 | 難 | 岬 | 久 | 科 | 太 
| 吾 | 二 | 科 選 | 胃 | 槍 |※| 抑 | 相 | 織 | | 共 
EE 堂 | 上 | 綴 | 散 | 隊 震 | 組 | 描 | 半 | 
[に | 紀 | 桂 | 弟 光明 | 押 | 選 | 槍 求 | 押 | 恒 | 式 | 南 
| っ | 妥 | 宏 | 当 | 閉 | 識 堪 | 剖 | | | 笛 | 筆 | 球 | 称 | 民 
"| 興 | 史 | 富 前 | 時 | 以 | 総 | 引 を | 皿 | 無 | 華 | 尊 
| さ | 舞 | 穴 | 窪 潤 | 欠 | 還 | 地 | 提 に | 志 | 毅 | 暴 | 福 
| 上 | 穴 | 守 | 幸 | 革 | 逢 | 天 | 全 | 引 く | 槍 | 加 | 各 
cl 応 突 | 村 嘩 | 鋼 | 宮 | 繋 | 昔 | 肖 姓 | 編 | 誤 | 礼 
ー| 昌 | 守 | 中 品 | 悪 | 束 | 加 | 環 | 葵 中 | 戦 | 塁 | 奈 
| ご | 龍 | 団 | 藤 層 | 壮 | | 貸 | 肢 | 引 穫 | 手 | | 回 
sp | TI ET RI II IEI IE ITIEIII 
(の | 守 A の Im いら | に 1 の @ ぐ 守 | 愉 In NOIE に TIQ⑪⑬⑧ の 
| 当 | き | | 生生 8|SISIS| 1 きき | き |3 
L L ] 
3J ト 





















| 時 | 及 編 | 早 | | 剖 | 球 
ER 紀 | 抑 | 宣 | 名 | 氏 
中 | 細 吾 | 幾 | 愉 | 且 | 嘩 
貴 | 記 | 守 午 | 畠 | 湯 | 了 
走 | 手 | 條 槍 | 尋 | 操 | 
区 | 疲 | 補 名 | 型 | 則 |8 
北 | 虹 可 | 悪 | 犯 | 避 
稀 | 下 細 | 百 | 振 | 明 
] 民 | 時 球 | 避 | 拓 | 
玉串 野 | 崖 | 講 | 完 
剖 | 国 | 禄 | | 肥 | 悪 
| 世 所 | 抽 | 皿 | 昌 | 
手 | 茎 性 | 回 | 索 | 
| | 粒 |[ 共 | 弄 | 式 | 冠 」 上 | 
忠 | 記 舞 | 品 | 所 | 夏 
次 | 嘩 | | | 圏 | 商 | | 下 
| き は | | 放 き に き | 
き | き | き | | きき | き | 唱 SS 
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| と | 球 | | 因 信 | | | | [性 回 交 | | 筐 | 中 | 郊 [ 如 
呈 | ヶ | 応 | 呈 手 党 之 臣 | 国 編 | 書 夫 | 洗 | 恒 
| ら | 区 | 朋 | 必 | 陳 鍛 臣 | 遇 暫 国 四 | 地 中 | 氏 | 紛 
ら | 民 | 手 | 葵 | 揃 窒 固 思 還 制 | 加 | ふ BE 
=| 緊 | 弥 | 瞳 | 押 旋 皿 霊 | | | 家 | | | 必 牌 | 否 | 部 | 器 | 悪 
< 家計 | | 居 | 握 1 思 嘉 そ 年 | 明 絢 | 尊 里 | 
| の | 加 || | 還 | 避 各 答 右 」 避 選 | 振 選 | 派 四 | 騙 
| 引 | 章 | || 賜 在 | 内 | 選 錠 | 届 帯 | 正 器 | 叶 
に | 表 脱 | | 所 | 拉 4 | 陣 宏 涯 | 記 醤 選 | 半 擬 | 朋 
S| 窟 | 虹 | | 前 | 加 | | 買 麗 緊 | 近 有 障 | | | 環 | 惑 KB 
| 継 | 屋 | | 明 | 状 視 畔 了 | | | 逝 虹 窟 | 悪 | 符 宮 | 六 
| 葵 | 約 | | 肝 |K 4 的 国 四 馬 科 王 | 拓 妃 | 可 
| ぐ | 軸 | 諾 | | 蝶 | 悪 送 | ES 引 則 | 細 翌 | 上 査 | 桂 
加 拒 避 | 因 | 地 | | 恒 | | 剖 | | | 軸 緊 | | | 思 | | | 舞 届 | | | 中 | 了 
ー| 下 | を | | 舞 | 茶 | 弄 申 | 民 院 | 区 回 福 | 各 誤 | 臣 
FEWE3E: 中 | | 室 に 5 才 季 | 避 
レン < 較 半 とこ 1 1 TI ET らく | ッ く レン こ 1 < 症 半 < 全 半 ここ | 1 PT 1 KT < 症 還 < 軸 還 ここ 
ご HAI の Ko 拓 四 に 当 還 人 | で ぐ | の て の で の | 守 | の いら いら OT【T 【 て 1Q①i の の | 守 | IA の 
に っ 還 還 ==| 本 | 本 | の O こう | くつ とう | 2 の つつ の | の つの や 当 還 一 削 軒 一 ] 一 衣 還 一 肖 還 一 | 
ド 7 ざ X 出 エ 唱 
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時 Io | 
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冊 | 紅 




















藻 | 妖 | 洗 | 癌 | 濁 
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出 | 吸 | 性 
は | 
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中 則 直 労 | 

机 格 廊 漏 年 随 吉 
諭 | 

俊和 峰 再 晒 次 | 古 
柳 湾 | 陣 腕 
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3. ユー ティ リティ (ワー ドラ ンド 文 II 


1. 


文書 テー プ 変 換 ) の 使い か た 

ユー ティ リティ の スタ ー ト 方 法 

[U] キ ー を 押し な が ら 6 電源 を 入れ る か , また は RESET ボ タン を 押し ます 。 
使い か た 

ユー ティ リティ が スタ ー ト する と , 決 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 





テー プ と ディ スク を セッ ト し て 
リタ ー ン ・ キ ー を お し て くだ さい 


(や め る と き …… 用 同和 9 











① コ ユン ピュー ター に デー タコ ュー ダー を 拉 続 し 。「 ア ー ド ラン ド 文 II」 の 文 
書 テ ー プ を 入れ ます 。 

ディ スク ドラ イブ A に 「 漢 部 ト マト 」 の 文書 ディ スク を 入れ ます 。 

デー タコ ユー ダー の PLAY ボ タン を 押し て テー プ を スタ ー ト させ, 
キー を 押し ます 。 
テー プ か ら 文 書 を 読み 込む と 「 よ みこ み ぶ ん し ょ : 」 と その 文書 名 を 
表示 し , 1 文書 読み 終わ る ご と に 「 か きこ み ぶ ん し ょ :」 と 文書 名 を 
表示 し て ディ スク へ の 書き 込み を 始め ます 。 

④ 途 中 で 読み 込み を や め る か , テー プ を 全部 読み 終え を たら, | CTRL | キー 
と [STOP ] キ ー を 同時 に 押し て くだ さい 。 

プロ グラ ム デ ィ ス ク を 入れ て [RETURN] キー を 押し ます 。 こ れ で ユー ティ 
リティ モー ド が 終了 し ます 。 


1. 文書 名 に つい て 
読み 込ん だ 文書 名 と 同じ 文書 名 が ディ スク に な いと き は , その 文書 
名 が ディ スク に その まま 書き 込ま れ ま す が , 同じ 文書 名 が ディ スク 
に あっ た り , 読み 込ん だ 文書 に 文書 名 が な いと き は , 自動 的 に “BTAPEn- 
nn” (nnn は 000 か 5999 まで の うち の 最初 に 見 つけ た 未 使 用 の 番号 ) 
と いう 文書 名 が つき ます 。 

2. 外字 に つい て 
読み 込ん だ 文書 に 外字 (1 文書 最大 8 個 ま で ) が ある とき は ,「 漢 熱 
トマ ト ] の 外字 ファ イル を 先頭 か ら 300 番 目 ま で の 未 登録 の スペ ー ス 
を 探し て いき , 順次 割り 付け て いき ます 。 外字 登 録 の スペ ー ス が な 
く な っ た と き は , それ 以降 に 読み 込ん だ 外字 の デー タ は 無視 る れ ま 
す 。 
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() 
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F1 F2 F3 F4 F5 








その 他 | な / | 印刷 | 終了 レイ アウ ト | パタ ー ン 1 





その 他 | 半角 億 下線 | カタ カナ | パパ ター ン 2 








パターン 3 





2 パ ターン 4 








パパ ターン 5 








ターン 6 


パタ ー ン 7 























[Fl ] キ ー (を の 他 ) を 押す と , 画面 上 の ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 が 
上 の 7 種類 (パタ ー ン 1 か ら パ ター ン 7 ま で , 全部 で 26 種 類 の ファ ンク ショ 
ン ) に 変化 し ます 。 


ファ ンク ショ ン キ ー 以 外 の キー の 一 覧 表 










































































キー 機 能 
< 変換 対象 > が ある 場合 は 変換 、 な い 場 合 は スペ ー 
yr ジ / 
十 現在 変換 中 の 部 分 を 確定 し , 残り の 部 分 を 変換 
RETURN < 変 換 対象 > が ある 場合 は 確定 , な い 場 合 は 改行 
| SHIFT | + RETURN 行 を 2 分 する (行間 あけ ) 
< 変 換 対象 > を 1 文字 減ら す 
し SHFT ]+ [ESc 」 漢字 変換 中 に 変換 を 中 止 する (か な に 戻す ) | 
1 ペー ジ 1 行 目 の 先頭 に 行く 
[SHIFT |+ HoME| 入力 され て いる 文 の 終わ り に 行く 
ンー し まっ 
ーー 
STOP 現在 実行 中 の 作業 を 中 止 する 
カー ツル が ある 位置 か ら 改 行 マ ー ク まで を 削除 
[ SHIFT |+[pEL する 。 カー ソル が 改行 マー ク 上 に ある と きら は , 
行 の 併合 
TAB カー ツル を 現在 位置 か 6 4 文字 分 右 へ 移動 する 
AIA けい 線 を 引 
+[AIM mmas を 1 画面 単位 で 移動 する 
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ず お 問い 合わ せ は お 客 様 ご 相談 セン ター へ 
e 東京 (03)448-3311 大 阪 (06)251-5111 名 古屋 (052)232-2611 
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